
エ
イ
ズ（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）は
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）の
感

染
に
よ
っ
て
発
症
す
る
病
気
の
総
称
で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
感
染
経
路
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
切
な
人
に
感
染
を
広
め
な
い
た

め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
エ
イ

ズ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
ま
し

ょ
う
。

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン

普
及
運
動
と
は

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は
、
エ
イ
ズ

を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
や
差

別
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
自

己
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
現
す
る
も

の
で
、
今
、
世
界
的
な
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

大
阪
府
で
は
、
エ
イ
ズ
予
防

啓
発
運
動
の
一
環
と
し
て
、
広

く
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
の
普
及
運
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

専

門

相

談

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
相
談
と
し
て
エ
イ
ズ
抗
原
・
抗

体
検
査
や
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
、
梅
毒
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
の
検
査
を

月
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
匿
名
、
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
結
果
は
一
週
間
後
、
来
所
に
て
返
却
）。

た
だ
し
、
こ
の
エ
イ
ズ
検
査
で
は
感
染
の
危
険
が
あ
っ
た
日

か
ら
２
か
月
以
上
経
た
な
い
と
、
正
し
い
結
果
は
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
な
お
、
証
明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ
先

東
・
中
・
西
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
東
�
０
７
２

（
９
８
２
）
２
６
０
３
、
�
０
７
２
（
９
８
６
）
２
１
３
５

▽
中
�
０
７
２
（
９
６
５
）
６
４
１
１
、
�
０
７
２
（
９
６
６
）

６
５
２
７

▽
西
�
０
６
（
６
７
８
８
）
０
０
８
５
、
�
０
６

（
６
７
８
８
）
２
９
１
６

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
に
よ
る

免
疫
力
の
低
下
で
発
症
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
総
称
で
す
。

わ
が
国
で
は
、
平
成
２３
年
の
新
規
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
の
う
ち
約

８０
％
が
性
的
接
触
に
よ
り
感
染
し
て
い

ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
性
的
接
触
の
際
、
コ

ン
ド
ー
ム
で
予
防
し
な
け
れ
ば
、
誰
も

が
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
感
染
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
検
査
を
受
け
な
い
と

判
断
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
し
て
も
症
状
が
な
い
期
間
が
数
年

間
続
く
た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ

を
感
染
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

感
染
者
や
患
者
が
増
加
を
続
け
る
一

方
、
エ
イ
ズ
検
査
の
受
診
者
数
は
全
国

的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

検
査
を
受
け
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
早
期

に
知
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
治
療
に
つ

な
ぐ
こ
と
が
で
き
、
エ
イ
ズ
の
発
症
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
切
な
人
に
感
染
を
広
め
な
い
、
ま

た
エ
イ
ズ
発
症
予
防
の
た
め
に
も
無
関

心
に
な
ら
ず
、検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

夜
間
即
日
エ
イ
ズ
検
査

検
査
は
匿
名
、
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
受
け
た
そ
の

日
に
結
果
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
は
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
や
梅
毒
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
も
で
き
ま
す
（
エ
イ
ズ
以
外
の

結
果
は
一
週
間
後
、
来
所
に
て
返
却
）。

た
だ
し
、
夜
間
即
日
エ
イ
ズ
検
査
で
は
感
染
の
危
険
が
あ
っ

た
日
か
ら
３
か
月
以
上
経
た
な
い
と
、
正
し
い
結
果
は
得
ら
れ

ま
せ
ん
。
な
お
、
証
明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
と
き

１２
月
４
日
�
午
後
６
時
〜
７
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

中
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
定
員

３０
人
（
当
日
先
着
順
）

◇
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課

０
７
２
（
９
６
０
）
３
８

０
２
、
�
０
７
２
（
９
６
０
）
３
８
０
９

２１２月４日からは人権週間

３人事行政の運営状況

４国保の医療費が高額のときは申請を

６・７文化・スポーツの振興に貢献した団体・個人を表彰

■人 口：507，616人
■世帯数：218，613世帯（平成24年10月1日現在）

エエイイズズ検検査査をを受受けけてて

感感染染のの有有無無をを知知ろろうう

ででききるるここととをを考考ええよようう

もくじ

自自分分ののたためめにに、、大大切切なな人人ののたためめにに

■発行日：平成24年（2012年）11月15日
毎月2回発行（1日・15日）

１１月１５日号
No.１，００９

��AAIIDDSS��GGOOEESS OONN......

～～エエイイズズはは続続いいてていいるる～～

■発行：東大阪市市長公室広報広聴室広報課 〒577―8521東大阪市荒本北1丁目1番1号
■電話：06（4309）3000 ■ＦＡＸ：06（4309）3821 ■ウェブサイト http://www.city.higashiosaka.lg.jp/

世世界界エエイイズズデデーー
１２月１日は

偏見や差別を
なくそう

思いやりを

みんなで
考えよう

レッドリボンを

広めましょう

正しく

理解を

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

センサーライトを設置したり、警報機を取り付けたりして、光と音で泥棒を寄せ付けないようにしましょう ―東大阪市治安対策本部―
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世
界
人
権
宣
言
が
国
連
で
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
毎
年
１２
月
１０
日
は
人
権
デ
ー
、

１２
月
４
日
か
ら
は
人
権
週
間
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
機
会
に
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
和
と
人
権
の
つ
ど
い

長
年
、
認
知
症
の
母
を
介
護

し
て
い
る
詩
人
で
児
童
文
学
作

家
の
藤
川
幸
之
助
さ
ん
が
、「
支

え
る
側
が
支
え
ら
れ
る
と
き
〜

認
知
症
の
母
が
教
え
て
く
れ
た

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま

す
。
母
の
心
の
不
安
や
病
気
に

よ
る
混
乱
と
そ
れ
を
支
え
た
家

族
の
心
の
葛
藤
な
ど
、
介
護
の

日
々
を
詩
の
朗
読
を
交
え
て
話

し
ま
す
。

◇
と
き

１２
月
５
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
定
員

２
４
４
人
（
申
込

先
着
順
）

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
幼

児
の
保
育
（
定
員
８
人
）
と
手

話
通
訳
あ
り
。

◇
申
込
方
法

行
事
名
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
保
育
の
有
無

（
必
要
な
場
合
は
子
ど
も
の
氏

名
と
年
齢
も
）
を
１１
月
１６
日
�

か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

（
Ｅ
メ
ー
ル
、
直
接
も
可
）

平
和
と
人
権
展

＆
識
字
展

◇
と
き

１２
月
８
日
�
・
９
日

�
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

３０
分（
９
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

◇
と
こ
ろ

ド
リ
ー
ム
２１

◇
内
容

市
内
小
・
中
学
生

の
人
権
作
品
や
識
字
学
級
生
な

ど
の
作
品
展
示

※
申
込
不
要
。

拉
致
問
題
週
間

パ
ネ
ル
展

◇
と
き

１２
月
１３
日
�
・
１４

日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◇
内
容

拉
致
問
題
啓
発
パ

ネ
ル
展
示
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ
メ「
め

ぐ
み
」
の
上
映
な
ど

※
申
込
不
要
。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

人

権
啓
発
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
５
６
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
３
、
Ｅ
メ
ー
ルjin

k

en
k
eih
a
ts
u
@
city
.h
i

g
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

今
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
に

使
っ
た
市
長
交
際
費
は
、
表
の

と
お
り
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
本
庁

舎
１
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

◇
閲
覧
時
間

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
３０
分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

◇
問
合
せ
先

秘
書
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
０
０
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
７

藤川幸之助さん
（読売新聞社提供）

ほ
ん

し

は

ぐ
さ

あ
ら
も
と

本
市
で
は
、
蛇
草
・
荒
本

し
き

じ

が
っ
き
ゅ
う

ち
ょ
う

え
い

た
い
へ
い

じ

識
字
学
級
や
長
栄
・
太
平
寺

ち
ゅ
う

が
っ
こ
う

や

か
ん
が
っ
き
ゅ
う

し
ゅ
が
ん

中
学
校
夜
間
学
級
、

曙
光
、

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
ほ
う
じ
ん
ひ
が
し

お
お
さ
か

に

ほ
ん

ご

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
大
阪
日
本
語

き
ょ
う

し
つ

き
ょ
う

し
つ

教
室
、
よ
み
か
き
教
室
な
ど

お
お

ひ
と

も

じ

よ

で
、
多
く
の
人
が
文
字
の
読

か

ま
な

み
書
き
を
学
ん
で
い
ま
す
。

し

み
ん

み
な

し
き

じ

市
民
の
皆
さ
ん
に「
識
字
」

た
い

り

か
い

に
ん
し
き

ふ
か

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深

が
っ
き
ゅ
う

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
学
級

せ
い

が
く
し
ゅ
う

せ
い

か

さ
く

生
の
学
習
の
成
果
で
あ
る
作

ひ
ん

し
き

じ

か
ん

品
や
識
字
に
関
す
る
パ
ネ
ル

て
ん

じ

し
き

じ

て
ん

な
ど
を
展
示
す
る「
識
字
展
」

か
い
さ
い

を
開
催
し
ま
す
。

ら
い
じ
ょ
う

ぜ
ひ
、ご
来
場
い
た
だ
き
、

も

じ

た
い
せ
つ

「
文
字
の
大
切
さ
」
を
か
み

ひ
と

も

じ

し
め
、
一
つ
ひ
と
つ
の
文
字

こ

お
も

か
ん

に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
感
じ

て
く
だ
さ
い
。

が
つ

に
ち
す
い

◇
と
き

１１
月
２８
日
�
・

に
ち
も
く

ご

ぜ
ん

じ

ご

ご

２９
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
６

じ時

し

や
く
し
ょ
ほ
ん
ち
ょ
う

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

し
ゃ

か
い

た

も
く
て
き

舎
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

な
い
よ
う

し
き

じ

け
い
は
つ

◇
内
容

▽
識
字
啓
発
パ

て
ん

じ

が
っ
き
ゅ
う

せ
い

ネ
ル
の
展
示

▽
学
級
生
の

さ
く
ひ
ん

ぶ
ん
し
ゅ
う

て
ん

じ

作
品
や
文
集
な
ど
の
展
示

そ
う
だ
ん

▽
よ
み
か
き
相
談
な
ど

と
い
あ
わ

さ
き

し
ゃ
か
い
き
ょ
う

い
く

◇
問
合
せ
先

社
会
教
育

か課

０
６（
４
３
０
９
）３
２

フ
ァ
ク
ス

７
９
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
５

市
内
の
人
権
擁
護
委
員
（
表
参
照
）
が
、
人
権
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

１２
月
３
日
�
・
５
日
�
・
６

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
�
市
民
会
館
４
会
議
室

【
人
権
擁
護
委
員
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
】

人
権
擁
護
委
員
の
稲
田
眞
一
さ
ん
と
冨
士
博
良
さ

ん
が
、
人
権
相
談
や
人
権
啓
発
活
動
に
永
年
努
め
ら

れ
、
職
務
上
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
し
て
、
１０

月
２
日
に
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
内
人
権
擁
護
委

員
会

０
６（
６
７
８
９
）７
２
０
１
、�
０
６（
６
７

８
９
）２
９
２
４

市
営
住
宅
（
新
築
・
空
き

家
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
募
集
住
宅
は
表
の
と
お

り
で
す
。

◇
応
募
資
格

次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
方

▽
市

内
在
住（
住
民
登
録
）ま
た
は

在
勤

▽
婚
約
者
ま
た
は
内

縁
者
を
含
む
同
居
親
族
が
い

る
（
単
身
者
で
も
６０
歳
以
上

〈
経
過
措
置
と
し
て
昭
和
３１

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

６０
歳
未
満
の
方
を
含
む
〉
や

障
害
者
な
ど
の
条
件
を
満
た

せ
ば
可
）

▽
住
宅
に
困
っ

て
い
る
（
持
ち
家
が
あ
る
方

は
原
則
不
可
）

▽
所
得
が

基
準
額
以
内
（
一
般
階
層
１５

万
８
０
０
０
円
以
内
、
裁
量

階
層
２１
万
４
０
０
０
円
以
内
）

◇
募
集
住
宅
・
対
象

▽

期
限
付
き
若
年
者
世
帯
向
け

住
宅
（
入
居
承
認
か
ら
１０
年

後
に
返
還
が
必
要
）�
子
ど
も

が
い
る
３５
歳
以
下
の
夫
婦

▽
一
般
世
帯
向
け
住
宅
�
応

募
資
格
を
満
た
す
単
身
者（
１

Ｄ
Ｋ
）、
単
身
者
以
上（
２
Ｄ

Ｋ
）、３
人
以
上（
３
Ｄ
Ｋ
）

▽
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

（
生
活
援
助
員
派
遣
に
か
か

る
費
用
が
別
途
必
要
）
�
家

族
か
ら
日
常
生
活
の
支
援
が

期
待
で
き
な
い
６５
歳
以
上
の

単
身
者

▽
車
い
す
常
用
者

世
帯
向
け
住
宅
�
下
肢
や
体

幹
に
程
度
の
高
い
機
能
障
害

が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
持

つ
室
内
お
よ
び
室
外
に
お
い

て
車
い
す
常
用
者
が
い
る
単

身
者
以
上（
２
Ｄ
Ｋ
）、
３
人

以
上
（
３
Ｄ
Ｋ
）

※
年
齢
な
ど
の
要
件
は
１１

月
３０
日
現
在
。
重
複
お
よ
び

暴
力
団
員
の
応
募
不
可
。
１２

月
２６
日
�
午
前
１０
時
か
ら
市

役
所
本
庁
舎
１
階
多
目
的
ホ

ー
ル
で
公
開
抽
選
し
、
仮
当

選
者
を
決
定
（
後
日
入
居
審

査
あ
り
）。

◇
応
募
方
法

応
募
用
紙

（
１
世
帯
１
通
）に
必
要
事
項

を
書
き
、
必
要
書
類
を
添
え

て
所
定
の
封
筒
で
１１
月
３０
日

�（
消
印
有
効
）ま
で
に
郵
送

※
く
わ
し
く
は
応
募
用
紙

に
添
付
の
募
集
申
込
み
の
し

お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
応

募
用
紙
は
１１
月
１９
日
�
〜
３０

日
�
に
住
宅
政
策
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務

所
で
配
布
。

◇
応
募
・
問
合
せ
先

住

宅
政
策
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
３
１
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
３
４

車いす常用者
世帯向け住宅

１戸（２ＤＫ）

１戸（３ＤＫ）

―

―

―

※家賃は住宅と収入により異なり、敷金は家賃の３か月分です。
〈家賃の例〉稲田鷺島住宅２万６，２００円～５万８，９００円程度、

上小阪東住宅１万５，３００円～２万７，１００円程度

シルバーハウ
ジング

―

―

１戸（１ＤＫ）

―

―

一般世帯向け
住宅

２戸（２ＤＫ）
１戸（３ＤＫ）

―

３戸（２ＤＫ）
１戸（３ＤＫ）

４戸（２ＤＫ）

１戸（２ＤＫ）

期限付き若年者
世帯向け住宅

―

５戸（３ＤＫ）

―

―

―

住 宅 名

高 井 田
（１棟）

高 井 田
（２棟）

稲田鷺島

上小阪東

若 宮

市内の人権擁護委員
電話番号

０６（６７８１）００７４

０７２（９８２）０７８３

０６（６７２４）４７４１

０６（６７８１）０２４３

０６（６７２１）５４５７

０６（６７８３）２６６４

０６（６３６５）５０３９

０６（６７２１）８８１０

０６（６７４６）６７８０

０７２（８７０）２７６７

０７２（９８７）８４６７

０６（６７８３）０１２２

０７２（９６２）０３２０

０７２（９８５）６２５４

０７２（９８２）０３９１

０６（６７８２）５０９６

０６（６７２３）５９９０

０７２（９６３）５５７０

０６（６７４６）２２３６

０７２（９８２）３０９５

０７２（９６１）４８１１

０７２（９８６）０４２１

０７２（９８４）３０８２

氏 名

稲田眞一

長谷川弘子

江浦保

森田茂

大里信昭

茨木延夫

祝前俊宏

安西勝美

冨士博良

石原健治

市口一枝

中西英二

今西博嗣

藤川和江

浅田勝

濱田全眞

秋山佐智子

小島孝

池畑静江

西田順子

妹尾紀美子

栗本廣美

出口哲雄

市長交際費執行状況（平成２４年度上半期）

金額（円）

１９３，５００

８４，０００

０

４０，０００

８０，０００

３９７，５００

件数

２６

１３

０

４

４

４７

項 目

会費など

敬弔費

謝礼など

賛助金など

記念品料

合 計

１２
月
４
日
か
ら
は
人
権
週
間

募
集
し
ま
す

特設人権相談

市
営
住
宅（
新

築

空
き
家

）の
入
居
者

尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊尊
重重重重重重重重重重重重重重重
ししししししししししししししし
合合合合合合合合合合合合合合合
いいいいいいいいいいいいいいい
、、、、、、、、、、、、、、、支支支支支支支支支支支支支支支
えええええええええええええええ
あああああああああああああああ
おおおおおおおおおおおおおおお
ううううううううううううううう

高
井
田
・
稲
田
鷺
島
な
ど

よ か まな

読 み 書 き を 学 ぶ
なか ま わ ひろ

仲間の輪を広げよう

市長交際費を公開

ししきき じじ ててんん

識識 字字 展展

（２）平成２４年１１月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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人事行政の
運営状況

○常勤職員数の推移（各年４月１日現在）

平成２３年度の市職員の人数や給与、福利厚生事業な

どの概要は次のとおりです。くわしくは市ウェブサイ

トをご覧ください。

■問合せ先 職員課 ０６（４３０９）３１１４、�０６（４３０９）３８１９

○人事評価制度の概要

平成９年度から人事評価制度を実施し、能力に応じた職員の適正配置や人材

育成などに活用し、これからのまちづくりを担える人材の育成を図っています。

なお、平成２０年度から評価者面談の導入などの見直しを行いました。

○福利厚生などの現況

地方公共団体は地方公務員法により、職員の福利厚生の計画を樹立し、実施

することが義務づけられており、本市では東大阪市職員厚済会で福利厚生事業

を行っています。

○公平委員会

公平委員会は、地方公務員法第７条第２項の規定により設置されており、そ

の権限は同法第８条第２項で定められています。おもな内容は次のとおりです。

�職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求を審査・判定
し、必要な措置を執ること

�職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対する裁決または決定
をすること

�職員の苦情を処理すること

○勤務条件に関する措置の要求および不利益処分に関する不服申
立て

勤務条件に関する措置の要求および不利益処分に関する不服申立てはありま

せん。

○勤務時間（平成２４年４月１日現在）

月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）午前９時～午後５時３０分（うち休憩４５分）。

※公務運営上の事情により、特別の形態によって勤務する必要がある職員の勤務時

間は、別に割振りを定めています。なお、再任用短時間勤務職員、一般職非常勤職員

は常勤職員の勤務時間より短い時間になります。

○分限および懲戒処分（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

分限処分は心身の故障のため２６人（再任用短時間勤務職員２人を含む）が休職、懲戒

処分は横領のため１人が免職、監督責任のため２人が減給、１人が戒告となっています。

○年次有給休暇の取得状況（平成２３年１月１日～１２月３１日）

制度概要は、１年において２０日の範囲内（２０日を限度に翌年に繰越し可）で、平均

取得日数は１２．７日です。

○職員研修の状況（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

○採用・退職（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

一般職
非常勤職員

０人

９人

※他団体への派遣などは退職者数に含みません。

再任用短時間
勤務職員

１４２人

１６２人

常勤職員

２２２人

１４９人

０人

１０８人

０人

区 分

採用者数 ３６４人

定年退職

勧奨退職

普通退職

その他

退職者数
４２８人

○人件費（平成２３年度一般会計決算） （千円）

人件費率
（B/A）

１３．０％

０．７％

０．５％

※常勤職員には教育長を含みます。

人件費（Ｂ）

２４３億２，１８３万５

１３億１，８６３万８

１０億１，４１２万４

歳出額（Ａ）

１，８７１億６，１７１万７

区 分

常勤職員

再任用短時間
勤務職員

一般職
非常勤職員

○職員給与費（平成２４年度一般会計予算） （千円）

１人当たり
給与費（B�Ａ）

７３１万２

２８０万０

３４８万９

※職員手当には退職手当を含みません。常勤職員には教育長を含みます。

給与費
計（Ｂ）

１８２億８，８１４万８

１４億 ２６０万０

９億９，０８５万５

期末・勤勉手当

４２億７，６０９万８

３億 １５６万２

２億６，１４３万７

職員手当

３４億９，２５４万６

２億 ３４２万２

６，６２５万３

給料

１０５億１，９５０万４

８億９，７６１万６

６億６，３１６万５

職員数（Ａ）
３，２８６人

２，５０１人

５０１人

２８４人

区 分

常勤職員

再任用および
任期付短時間
勤務職員
一般職
非常勤職員

○平均給料月額および平均年齢（平成２３年４月１日現在）
国

平均年齢
４２．３歳

４９．５歳

平均給料月額
３２７，２０５円

２８３，８６２円

東大阪市
平均年齢

４２．８歳

４１．８歳

平均給料月額
３３３，９４４円

３０６，６９９円

区 分

一般行政職
技能労務職

○初任給（平成２４年４月１日現在）
国

�種 １８１，２００円

�種 １７２，２００円

１４０，１００円
１３７，２００円

※技能労務職は学歴による初任給調整はありません。

東大阪市

１８５，８００円

１５５，７００円
１５５，７００円

区 分

大学卒

高校卒
技能労務職

一般行政職

○経験年数・学歴別平均給料月額（平成２３年４月１日現在）

２０年

３３９，８４３円

３２０，６７６円

３０４，２００円

１５年

２９８，７２４円

２８０，７３３円

２６７，７００円

１０年

２７３，２５２円

２３０，２００円

２３０，２００円

経験年数
学 歴

大学卒
高校卒

技能労務職

一般行政職

借家の居住者に家賃額に応じて支給 限度額 ２４，５００円

○手当のおもな内訳（平成２４年４月１日現在）
内 容

扶養親族のある職員に支給 配偶者 １３，０００円
配偶者以外の扶養親族 各６，５００円

給与の地域間格差を調整するために支給
給料、扶養手当、管理職手当の１０％（医師および歯科医師は１５％）の額

交通機関利用者には定期代相当額
交通用具利用者には通勤距離に応じて支給 ２，０００円～２４，５００円

民間企業のボーナスに相当し、職務上の段階や職務の級などによる加算措置があります。

勤勉
０．６７５月分

０．３２５月分

１５日分

０．６７５月分

０．３２５月分

１５日分

１．３５月分

０．６５月分

３０日分

勧奨・定年
５９．２８月分（３月分）

３０．５５月分

４１．３４月分

５９．２８月分

２，７８４万５千円

退職手当の１人当たり平均支給額は、退職した一般会計にかかる職員に支給した平均額
です。（ ）内は、一般職非常勤職員の最高限度額。なお、再任用短時間勤務職員は退職
手当を支給していません。

※職員手当にはほかに管理職手当や時間外勤務手当、特殊勤務手当などがあります。なお、各種
職員手当は職によって支給しない場合があります。

期末
１．２２５月分

０．６５月分

２７日分

１．３７５月分

０．８月分

３０日分

２．６月分

１．４５月分

５７日分

自己都合
５９．２８月分（３月分）

２３．５月分

３３．５月分

４７．５月分

１，３６３万４千円

平成２３年度支給割合
常勤職員
再任用短時間勤務職員
一般職非常勤職員
常勤職員
再任用短時間勤務職員
一般職非常勤職員
常勤職員
再任用短時間勤務職員
一般職非常勤職員

支給率
最高限度額
勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年

１人当たり平均支給額

６月期

１２月期

計

項 目

扶養手当

地域手当

通勤手当

住居手当

期末・
勤勉手当

退職手当

受講人数

１，３２６人

５８５人

５９１人

２，６７４人

おもな研修など

新規採用（前期・後期）職員研修、新任係長・主査研修、
新任総括主幹研修、新任課長職研修など

全職員普通救命講習履修事業、法務ルーム、政策形成入門
研修など

市町村職員中央研修所への派遣研修、おおさか市町村職員
研修研究センターへの派遣研修など

各職場単位で実施した研修

区 分

基 本 研 修

特別・自主的
参 加 研 修

派 遣 研 修

職場集合研修

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年１１月１５日（３）
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入
院
時
に
負
担
す
る
食
事
代

は
１
食
あ
た
り
２
６
０
円
で
す

が
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
申
請
に
よ
り
１
食
当
た
り
２

１
０
円
に
減
額
さ
れ
る
「
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
医
療
機
関
窓

口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
（
表
参
照
）
ま
で
と
な
る

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
と
１

枚
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
、

改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

入
院
す
る
と
き
は
、
減
額
認

定
証
を
医
療
機
関
に
必
ず
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
提
示
が
な
い

場
合
は
一
般
の
方
と
同
じ
額
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
減
額
認
定
証
の
発
効

期
日
は
申
請
日
の
属
す
る
月
の

１
日
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前
に

負
担
し
た
食
事
代
に
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

な
お
、過
去
１２
か
月
の
入
院
日

数
が
９０
日
を
超
え
る
と
き
は
再

申
請
す
る
と
９１
日
目
か
ら
１
食

当
た
り
１
６
０
円
と
な
り
ま
す
。

申
請
は
、
入
院
日
数
が
わ
か

る
領
収
書
と
保
険
証
、
印
鑑
を

持
っ
て
医
療
保
険
室
資
格
給
付

課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
と
き
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

外
来
や
訪
問
看
護
も

限
度
額
認
定
証
の
提
示
を

平
成
２４
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

外
来
の
診
療
や
保
険
薬
局
、
指

定
訪
問
看
護
事
業
者
に
つ
い
て

も
限
度
額
認
定
証
を
利
用
で
き

ま
す
（
入
院
、
外
来
、
歯
科
は

同
一
医
療
機
関
で
も
別
計
算
）。

必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

１２
月
３
日
�
か
ら
国
民
健

康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
加
入
脱
退
の
手
続
き

や
高
額
療
養
費
の
給
付
関
連

手
続
き
な
ど
、
一
部
窓
口
業

務
や
電
話
受
付
業
務
を
民
間

事
業
者
に
委
託
し
ま
す
。

お
も
な
委
託
業
務
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
か

か
る
届
出
書
お
よ
び
申
請
な

ど
の
窓
口
受
付
・
デ
ー
タ
入

力
・
証
書
の
引
渡
し
な
ど
に

関
す
る
業
務

▽
医
療
保
険

室
に
か
か
る
電
話
応
対
に
関

す
る
業
務

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
管
理
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
０
５
１
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

「
同
じ
人
」
が
「
同
じ
月
内
」

に
「
同
じ
病
院
」（
平
成
２２
年
３

月
診
療
分
以
前
は
「
同
じ
病
院

の
診
療
科
」）に
支
払
っ
た
医
療

費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
負

担
金
が
自
己
負
担
限
度
額
（
表

参
照
）
を
超
え
た
場
合
、
超
え

た
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
請
求
の

時
効
は
２
年
で
す
。

な
お
、
高
額
療
養
費
に
は
、

入
院
し
た
と
き
の
食
事
負
担
額

や
部
屋
代
の
差
額
な
ど
、
保
険

適
用
外
の
費
用
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
同
じ
病
院
で
受
診

し
た
と
き
で
も
入
院
と
外
来
で

は
別
計
算
に
な
り
ま
す
。

【
７０
歳
未
満
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
の
方
を
除
く
）】

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な

る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を

申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が

あ
る
と
き
は
認
め
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
（
後
期

高
齢
者
医
療
の
方
を
除
く
）】

保
険
証
と
い
っ
し
ょ
に
高
齢

受
給
者
証
（
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
交
付

し
た
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
も
）
を
医

療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
時
の
１
か
所
の
医
療
機
関

で
の
窓
口
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

入
院
し
て
い
た
月
は
、
１
か

月
の
医
療
費
を
７０
歳
か
ら
７４
歳

ま
で
の
方
の
み
の
世
帯
単
位
で

計
算
し
ま
す
。
ま
た
、
７０
歳
か

ら
７４
歳
ま
で
の
方
の
外
来
は
、

１
か
月
分
す
べ
て
の
医
療
機
関

の
支
払
い
を
合
算
し
、
個
人
単

位
で
計
算
し
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て

支
払
っ
た
場
合
は
申
請
を

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て

支
払
っ
た
場
合
は
、
領
収
書
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

１
つ
の
世
帯
内
で
、「
同
じ
月

内
」「
同
じ
病
院
」（
平
成
２２
年

３
月
診
療
分
以
前
は
「
同
じ
病

院
の
診
療
科
」）に
２
万
１
０
０

０
円
以
上
の
一
部
負
担
金
を
２

回
以
上
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ

れ
ら
を
合
算
し
て
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
額
を
支
給
し
ま

す
。医

療
費
通
知
を

１１
月
末
に
送
付

１１
月
末
ご
ろ
に
医
療
費
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
今
回
は
平
成

２４
年
６
月
と
７
月
の
診
療
（
請

求
）
分
で
す
。

医
療
費
通
知
は
、
医
療
費
の

実
情
を
理
解
し
健
康
に
対
す
る

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

年
６
回
送
付
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

保
険
料
は
、
病
気
や
ケ
ガ
の

医
療
費
を
は
じ
め
高
額
療
養
費

の
支
給
な
ど
、
医
療
制
度
を
支

え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
保
険

料
を
滞
納
す
る
と
、
こ
れ
ら
の

支
払
い
に
支
障
を
き
た
す
だ
け

で
な
く
、納
め
て
い
る
方
と
の
公

平
を
欠
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

特
別
な
事
情
も
な
く
滞
納
を

続
け
る
と
、
医
療
費
が
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
と
な
る
「
資

格
証
明
書
」
の
交
付
対
象
と
な

り
、
保
険
証
の
返
還
を
求
め
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

納
付
相
談
は
お
早
め
に

納
付
相
談
は
、
医
療
保
険
室

保
険
料
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
も
な
く
滞
納
を
続
け
る
方

は
、
滞
納
処
分
と
し
て
「
財
産

の
差
押
え
」
の
対
象
と
な
り
、

財
産
の
調
査
や
差
押
え
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
付
が
困

難
な
方
は
必
ず
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
次
の
日
程
で
休
日
・

夜
間
・
出
張
納
付
相
談
を
行
い

ま
す
。
相
談
に
は
、
保
険
料
決

定
通
知
書
（
納
付
書
）
な
ど
通

知
書
番
号
ま
た
は
被
保
険
者
番

号
の
わ
か
る
も
の
と
印
鑑
を
持

っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
休
日
・
夜
間
・
出
張

納
付
相
談
は
、
来
所
の
み
で
電

話
で
の
照
会
や
相
談
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日
�
１１
月
２４

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

２５
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

▽
夜
間
�
１１
月
２６
日
�
・
２７
日

�
午
後
５
時
３０
分
〜
８
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎

２
階
医
療
保
険
室
保
険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

１１
月
２２
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

夢
広
場
（
布
施

駅
前
）◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

未
収
金
特
別
対
策
室
で
は
、

国
民
健
康
保
険
料
の
未
収
金

の
う
ち
、
高
額
滞
納
や
長
期

滞
納
の
も
の
に
つ
い
て
医
療

保
険
室
保
険
料
課
か
ら
債
権

の
移
管
を
受
け
、
積
極
的
な

徴
収
を
進
め
て
い
ま
す
。

債
権
移
管
の
対
象
者
に
は

未
収
金
特
別
対
策
室
か
ら
移

管
決
定
通
知
を
送
付
す
る
と

と
も
に
、
支
払
い
の
催
告
と

納
付
交
渉
を
行
い
ま
す
。

特
に
、
資
力
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
何
ら
理
由
も
な
く

滞
納
し
て
い
る
方
へ
は
、
滞

納
処
分
な
ど
の
措
置
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
２４
年
８
月
末

現
在
の
実
施
状
況
は
表
の
と

お
り
で
す
。

◇
問
合
せ
先

▽
未
収
金

特
別
対
策
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
０
１
９
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
７
５

▽
医
療
保
険
室
保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
８
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
７

（表）自己負担限度額

自己負担限度額

１５０，０００円
（８３，４００円）

＋
総医療費�１０割�が５００，０００円
を超えた分の１％を加算

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００円
を超えた分の１％を加算

３５，４００円
（２４，６００円）

自己負担限度額
外来＋入院�世帯単位�

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００
円を超えた分の１％を加算

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

注 （ ）内は、過去１２か月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合の４回目
以降の限度額

※１ 基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯の方
※２ 課税所得が１４５万円以上で、収入が高齢者単独世帯で年収３８３万円以上、高齢者複

数世帯で年収５２０万円以上の方
※３ 世帯全員が市民税非課税である世帯の方
※４ 世帯全員が市民税非課税で、各所得（特別控除前）がいずれも０円となる方（老

人単身世帯で年金収入のみの場合は年収８０万円以下の方）
☆入院の場合、７０歳以上の「低所得者Ⅱ・Ⅰ」の方は「限度額適用・標準負担額減額
認定証」を申請し、認定証を医療機関に提示してください。

外来〈個人単位〉

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

上位所得者
※１

一 般

市民税
非課税世帯

現役並み所得者
※２

一 般

低所得者�
※３

低所得者Ⅰ
※４

市民税
非課税
世 帯

７０
歳
未
満
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
の
方
を
除
く
）

７０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
方
（
後
期

高
齢
者
医
療
の
方
を
除
く
）

（表）国民健康保険料移管債権
（平成２４年８月末現在）

９６１，２９１，４０６円

８３１，９５２，４９５円

１２９，３３８，９１１円
（１３．５％）

移管未収金額

未収金現在高

未収金削減額
（率）

入
院
時
の
食
事
負
担
額

国 保

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
減
額

医
療
費
が
高
額
の
と
き
は
申
請
を

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費

医療保険は助け合いの制度です
国民健康保険・後期高齢者医療保険

保険料は必ず納めましょう

国民健康保険・後期高齢者医療保険

一部窓口業務などを
民間に委託

国民健康保険料の
未収金徴収

積極的に進めています

（４）平成２４年１１月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



※番号をよく確認のうえ、かけ間違いのないよう
　にお願いします。車での来場はご遠慮ください
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プレパパ・プレママの会

�時１２月１９日�午後１時３０分～４時
�対市内在住の妊婦とそのパートナー
�内赤ちゃんのお風呂の入れ方など �持
母子健康手帳

�所�申�問中保健センター

ふたごの教室

クリスマス会をします。 �時�所�１２
月５日�午前１０時～１１時３０分�西保健
センター �１２日�午前１０時～１１時１５
分�中保健センター �２１日�午前１０
時～１１時�東保健センター（飲み物と
１００円程度のおやつ代が必要） �対市内
在住のふたご、みつごを妊娠・出産し

ている方とその子ども ※初参加者は

前日までに要申込み。

�問東・中・西保健センター

誰でもどこでも楽しくカーリンコン

健康づくりを推進する市民グループ

「むつみ会」といっしょにボウリングと

カーリングに近いスポーツ「カーリンコ

ン」をします。 �時１１月２７日�午後１時
３０分～３時３０分（受付は午後１時から）

�対運動制限のない方 �定３０人（申込先着
順） �持運動ができる服・靴、飲み物、
タオル �申１１月１５日�から電話で
�所�申�問中保健センター

ヘルスメイトといっしょに丈夫な骨づくり
骨粗しょう症予防教室

�時１１月３０日�午後１時～４時 �対市
内在住の方 �定２０人（申込先着順）
�内調理実習、骨密度測定 �料３５０円
�持エプロン、手ふき、バンダナ
�所�申�問西保健センター

日ごろ聞けないオトコの悩み

スッキリ�健康教室
ニーサン

市民グループ「健康２３」とともに

男性の悩みを解決しませんか。 �時１２
月１０日�午後１時３０分～３時３０分（受
付は午後１時から） �対男性 �定３０人
（申込先着順） �内健診結果の見方や
男性特有の病気（前立腺肥大、前立腺

がんなど）の症状についての医師の講

話、体組成・血流・腹囲測定など �持
あれば血液検査や健診の結果

�所�申�問中保健センター

日曜日もあります
肺がん・結核エックス線検診

�時�所�１２月２日�午前１０時３０分～午
後２時３０分、５日�午前９時１０分～１０
時２０分、１１日�午後１時～２時２０分�
中保健センター �４日�午前９時１０
分から・午前１０時から�西保健センタ
ー �内�対�肺がん検診�市内在住の４０
歳以上の方 �結核検診�市内在住の
６５歳以上の方 �定各日４０人（申込先着順）
�申�問中・西保健センター

日曜日乳がん（マンモグラフィ）検診

�時１２月２日�午前９時～１０時３０分
�対平成２４年４月１日現在、４０歳以上の
偶数年齢の女性 �定５０人（申込先着順）
�料８００円（クーポン券も可） ※生活保護
受給者と市民税非課税世帯の方は無料。

�所�申�問健康づくり課

２歳児歯科健康相談

�時�所�１２月１０日��西保健センター
�１７日��東保健センター �２５日�
�中保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住の平成２２年１２
月生まれの２歳児 �定各３０人（申込先
着順） �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

知って得する�ミニ「食」講座

�時１２月７日�午前１０時３０分～正午
�対市内在住の方 �定２０人（申込先着順）
�内講話「代謝の要・肝臓をいたわる�
かしこい酒肴飲食術」、パッチテスト

�持筆記用具
�所�申�問中保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�１２月５日�午後１時３０分～
３時３０分、東保健センター�赤ちゃん
との絆 �１２月１４日�・２１日�・来年
１月１１日�・２５日�午後１時３０分～３
時３０分（計４日間）、西保健センター�
子育ての話、交流会など �１２月１８日
�・２５日�午後１時３０分～４時、中保
健センター�助産師の話、マタニティク
ッキングなど �対市内在住のおおむね
妊娠１６週以降の妊婦 �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

市では、９月から不活化ポリオ単

独ワクチンの初回接種（３回）を定期

接種（無料）として導入していますが、

１０月２３日から、追加接種についても

定期接種となりました。

追加接種の対象となる方は、接種

の前に市内委託医療機関へ必ず予約

をしてください。市内委託医療機関

は市ウェブサイトをご覧いただくか

お問合せください。

問診票は市内委託医療機関にあり

ます。接種当日は母子健康手帳を持

参してください。

なお、１０月２３日までの不活性ポリ

オ単独ワクチンの追加接種分につい

て、払戻しはありません。

不活化ポリオ単独ワクチンの対象
市内在住の生後３か月から７歳６か

月未満で、次のいずれかに当てはま

る方 �生ポリオワクチンを１回接
種した方 �不活化ポリオ単独ワク
チンを１回以上接種した方 �３種
混合ワクチンを１回以上接種した方

※生ポリオワクチンをすでに２回接

種した方は、不活化ポリオ単独ワク

チンは必要ありません。

接種方法 �初回接種�２０日～５６
日の間隔をおいて３回注射（望ましい

接種年齢は生後３か月～１２か月） �
追加接種�初回接種（３回）を受けて
から、１２か月～１８か月後に１回注射

注意事項 �接種後、他のワクチ
ンを接種する場合は６日以上の間隔

をあける �医師が必要と認めた場
合は、２種類以上のワクチンを同時

に接種することが可能

�問�健康づくり課 �東・中・西
保健センター

市
役
所
本
庁
舎
の
一
部
窓

口
業
務
の
開
設
を
１１
月
２４
日

	
に
実
施
し
ま
す
。
受
付
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
で
、
取
扱
業
務
は
次
の
と

お
り
で
す
。

手
続
き
の
際
に
は
、
運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健

康
保
険
証
な
ど
本
人
が
確
認

で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

他
市
町
村
や
警
察
署
な
ど

へ
の
確
認
や
問
合
せ
が
必
要

な
場
合
は
、
取
扱
い
が
で
き

な
い
こ
と
や
手
続
き
が
完
了

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
担
当
課
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
日
だ
け
で
な
く

土
曜
開
庁
時
に
も
３
か
国
語

（
英
語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
、

中
国
語
）
で
の
通
訳
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

１１
月
の
開
設
日
時

１１
月
２４
日
	
午
前
９
時
〜

正
午開

設
場
所

市
役
所
本
庁
舎
２
階
・
３
階

取
扱
業
務

【
住
民
関
係
】

▽
戸
籍
届
、住
民
異
動
届
、

印
鑑
登
録
な
ど
の
届
出
や
住

民
票
、
印
鑑
証
明
な
ど
の
各

種
証
明
書
交
付
な
ど

◇
問
合
せ
先

市
民
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
２
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
４【

国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
関
係
】

▽
加
入
・
脱
退
・
変
更
の

申
請
や
各
種
療
養
費
の
給
付

申
請
、
保
険
料
の
納
付
・
相

談
な
ど

◇
問
合
せ
先

▽
医
療
保

険
室
資
格
給
付
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
６
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
４

▽
医
療
保
険
室
保
険

料
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

【
医
療
助
成
関
係
】

▽
子
ど
も
や
障
害
者
な
ど

の
医
療
費
助
成
に
か
か
る
医

療
証
の
申
請
お
よ
び
療
養
費

の
申
請
な
ど

◇
問
合
せ
先

医
療
助
成

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

６
６
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

【
児
童
手
当
な
ど
の
関
係
】

▽
児
童
手
当
や
児
童
扶
養

手
当
な
ど
の
申
請

◇
問
合
せ
先

国
民
年
金

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

６
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

【
市
税
関
係
】

▽
市
税
の
各
種
証
明
書
発

行
や
納
付
・
相
談
・
申
告
受

付
・
申
請
受
付
・
閲
覧
・
届

出
、
原
動
機
付
自
転
車
お
よ

び
小
型
特
殊
自
動
車
の
登
録

・
廃
車

◇
問
合
せ
先

▽
税
制
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
０

▽
市
民
税
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
３
５
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
９

▽
固
定
資
産
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
４
３

〜
３
１
４
４
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
１
１

▽
納
税

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

４
７
〜
３
１
５
２
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
８

◇

◇

◇
試
行
開
設
に
か
か
る
問

合
せ
先

政
策
調
整
室

０
６（
４
３
０
９
）３
０
１
６
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

４
７

市
役
所
本
庁
舎
の
一
部
窓
口
業
務

第
４
土
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す

追加接種も定期接種（無料）に

不活化ポリオ単独ワクチン

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年１１月１５日（５）
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計
画
策
定
の
経
過

今
年
１
月
に
市
長
を
本
部
長

と
す
る
東
大
阪
市
生
活
保
護
行

政
適
正
化
推
進
本
部
を
設
置
し
、

生
活
保
護
の
適
正
化
に
向
け
、

問
題
の
整
理
や
具
体
的
な
数
値

目
標
の
設
置
な
ど
、
計
画
の
策

定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

５
月
に
開
催
し
た
本
部
会
議

で
は
、
計
画
策
定
に
向
け
た
基

本
的
な
方
向
性
を
確
認
し
、そ
の

後
、実
務
担
当
者
が
中
心
と
な
っ

て
議
論
を
重
ね
、警
察
署
や
医
療

機
関
な
ど
各
関
係
団
体
と
の
意

見
交
換
も
行
っ
て
、
９
月
の
本

部
会
議
で
決
定
し
た
も
の
で
す
。

生
活
保
護
制
度
の
状
況

全
国
的
に
生
活
保
護
受
給
者

数
と
生
活
保
護
率
は
、
平
成
７

年
を
底
に
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
平
成

２０
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

端
を
発
す
る
急
激
な
景
気
後
退

に
よ
り
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
ペ
ー
ス
で
増
え
続
け

て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
受
給
世
帯

の
急
激
な
増
加
は
財
政
硬
直
化

の
主
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
増
加
し
続
け
れ
ば
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
収
入
を
隠
し
て
生
活

保
護
費
を
不
当
に
受
給
す
る
不

正
受
給
や
生
活
保
護
受
給
者
を

利
用
し
て
利
益
を
得
る
貧
困
ビ

ジ
ネ
ス
が
疑
わ
れ
る
事
案
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
考
え
方
と
構
成

計
画
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、

平
成
２４
年
度
中
に
各
種
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
の
整
理
を
行
い
、
平

成
２５
年
度
か
ら
３
年
間
で
一
定

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
精
力

的
に
取
り
組
み
ま
す
。
同
時
に

進
行
管
理
を
行
い
、
平
成
２６
年

度
を
目
途
に
必
要
に
応
じ
て
一

定
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

行
動
計
画
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

ク
業
務
の
重
要
性
を
第
１
章
で

整
理
し
、
第
２
章
か
ら
第
５
章

ま
で
で
不
正
受
給
へ
の
対
応
や

債
権
管
理
と
い
っ
た
今
日
的
な

課
題
へ
の
対
応
を
記
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
第
６
章
で
は
目

標
と
す
る
効
果
を
、
第
７
章
で

は
基
盤
と
な
る
強
固
な
執
行
体

制
の
構
築
を
記
載
し
て
い
ま
す

（
表
参
照
）。

く
わ
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

生
活
福
祉
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
８
２
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
５

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
生
活
保
護
制
度
へ
の
信
頼
確
保
と
財
政
負
担
の
軽
減

を
目
的
に
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
業
務
の
さ
ら
な
る
強
化
を
基
本
と
し
た
具
体
的

な
取
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
「
東
大
阪
市
生
活
保
護
行
政
適
正
化
行
動
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
策
定
し
た
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
市
関
係
部

局
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、生
活
保
護
行
政
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

文

化

部

門

社
会
教
育
の
部

【
団
体
】

▽
楠
根
校
区
少
年
補
導
員
会

▽
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
阪

連
盟
東
阪
地
区
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
東
大
阪
第
１
団

▽
上
小
阪

第
１
子
ど
も
会

▽
大
阪
東
部

大
会
実
行
委
員
会

▽
東
大
阪

市
あ
み
も
の
手
芸
協
会

▽
東

大
阪
市
美
術
協
会

▽
中
河
内

拓
本
ク
ラ
ブ

▽
も
ん
じ
文
化

愛
好
会

【
個
人
】

▽
阪
本
繁
和
、
田
山
正
行
、

中
田
純
弘
、
渡
邊
京
一
郎
（
東

大
阪
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
）

▽

有
村
千
恵
子
、
小
川
昌
利
、
奥

野
節
子
、
西
嶋
正
、
山
田
じ
ょ

う
子
（
東
大
阪
市
少
年
補
導
員

協
議
会
）

▽
澤
竹
弘
、
島
本

政
廣
、
築
山
正
、
吉
田
憲
司（
東

大
阪
市
青
少
年
指
導
員
協
議
会
）

▽
井
川
和
人
（
東
大
阪
市
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
）

▽

辻
圭
一
、
中
平
卓
宏
（
東
大
阪

市
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
）

▽
岡
島
千
恵
子
、
染
谷
佳
永
子

（
東
大
阪
市
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

連
絡
協
議
会
）

▽
千
谷
照
子
、

山
内
貞
義
、
山
口
克
彦
（
東
大

阪
市
留
守
家
庭
児
童
育
成
ク
ラ

ブ
協
議
会
）

▽
地
主
好
一（
東

大
阪
市
剣
道
協
会
）

▽
澤
村

紀
子
（
東
大
阪
市
リ
ズ
ム
体
操

協
会
）

▽
乗
本
俊
文
、稗
田
敏

和
、
東
野
貞
夫
、
三
村
秀
一
、

村
上
忠
治
（
東
大
阪
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
協
議
会
）

▽
栗

山
征
一
郎
、
竹
村
穏
夫
（
東
大

阪
市
文
化
連
盟
）

学
校
保
健
の
部

【
個
人
】

▽
尾
池
洋
一
郎

▽
佐
堀
彰

彦

▽
中
川
佳
己

▽
藤
本
順

子

▽
三
宅
直
子

▽
伊
藤
公

一

▽
奥
谷
周
造

▽
栢
原
純

▽
中
村
朝
子

▽
野
村
一
夫

▽
林
毅

▽
広
田
富
雄

児
童
生
徒
の
部

【
団
体
】

▽
日
新
高
校
吹
奏
楽
部

▽

孔
舎
衙
中
学
校
合
唱
部

【
個
人
】

▽
上
田
ま
り
（
日
新
高
校
）

学
校
園
の
部

▽
孔
舎
衙
中
学
校

▽
北
宮

幼
稚
園ス

ポ
ー
ツ
部
門

【
団
体
】

▽
市
代
表
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
一
般
女
子
２
部
チ
ー
ム
�
大

阪
府
総
合
体
育
大
会
中
央
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
部
一
般

女
子
２
部
優
勝

▽
市
代
表
卓

球
競
技
一
般
男
子
チ
ー
ム
�
同

大
会
卓
球
競
技
の
部
一
般
男
子

優
勝

▽
市
代
表
サ
ッ
カ
ー
競

技
一
般
男
子
チ
ー
ム
�
同
大
会

サ
ッ
カ
ー
競
技
の
部
一
般
男
子

優
勝

▽
市
代
表
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
一
般
男
子
チ
ー
ム

�
同
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技
の
部
一
般
男
子
優
勝

▽

花
園
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
�
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
男
子
の
部
準
優
勝

▽
長
栄
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
�
大
阪
中
学
校
選

手
権
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
の
部
優
勝

▽
弥
刀
中
学

校
柔
道
部
�
全
国
中
学
校
柔
道

大
会
女
子
団
体
の
部
出
場

【
個
人
】

▽
希
有
ユ
ミ
子
�
全
日
本
レ

デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
都
道
府
県
対
抗
準
優
勝

▽
竹
田
由
美
子
�
同
大
会
都
道

府
県
対
抗
準
優
勝

▽
木
谷
一

貴
�
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

６
年
生
の
部
出
場

▽
長
谷
川

進
�
全
国
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
選
手
権
大
会
長
剣

７
・
８
級
の
部
優
勝

▽
村
上

颯
�
同
大
会
同
部
準
優
勝

▽

増
崎
セ
リ
ナ
�
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
都
道

府
県
対
抗
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

選
手
権
大
会
１０
歳
以
下
の
部
優

勝

▽
矢
野
俊
輔
�
カ
ル
・
リ

プ
ケ
ン
１２
歳
以
下
世
界
少
年
野

球
大
会
優
勝

▽
末
下
愛
音
�

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
女

子
８
０
０
ｍ
自
由
形
第
１
位

▽
丸
山
夏
輝
�
同
大
会
女
子
２

０
０
ｍ
自
由
形
第
２
位

▽
小

林
薫
平
�
同
大
会
男
子
１
５
０

０
ｍ
自
由
形
第
２
位

▽
石
井

綺
音
�
同
大
会
女
子
１
０
０
ｍ

自
由
形
出
場

▽
井
本
元
汰
�

同
大
会
男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形

出
場

▽
川
�
実
鈴
�
同
大
会

女
子
８
０
０
ｍ
自
由
形
出
場

▽
塚
口
弘
之
�
同
大
会
男
子
１

５
０
０
ｍ
自
由
形
出
場

▽
中

村
友
哉
�
全
日
本
中
学
校
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
男
子
８
０
０

ｍ
第
８
位

▽
奥
村
セ
ル
ジ
ュ

�
同
大
会
男
子
１
５
０
０
ｍ
出

場

▽
石
井
優
樹
�
同
大
会
男

子
３
０
０
０
ｍ
出
場

▽
古
賀

幹
也
�
同
大
会
男
子
走
幅
跳
出

場

▽
竹
内
真
弥
�
同
大
会
女

子
走
幅
跳
出
場

▽
奥
本
華
月

�
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
女
子

７０
�
超
級
敢
闘
賞

▽
浅
野
優

斗
�
全
国
中
学
校
相
撲
選
手
権

大
会
個
人
の
部
出
場

▽
黒
木

愛
莉
�
全
国
中
学
校
体
操
競
技

選
手
権
大
会
女
子
個
人
総
合
出

場

▽
江
草
晶
帆
�
都
道
府
県

対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
出
場

▽
和
田
盛
雅

�
大
阪
府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
陸
上
競
技
２
０
０
ｍ
優
勝

◇

◇

◇
問
合
せ
先

教
育
総
務
部

総
務
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
６
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
７

市
と
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
１９
団
体
と
６７

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
団
体
と
個
人
は
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

意
岐
部
中
学
校
２
年
生
の

末
下
愛
音
さ
ん（
写
真
）は
、

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

女
子
８
０
０
ｍ
自
由
形
で
見

事
優
勝
を
飾
り
、
こ
の
ほ
ど

ス
ポ
ー
ツ
部
門
（
個
人
）
で

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

末
下
さ
ん
は
、
幼
稚
園
児

の
こ
ろ
、
友
達
が
水
泳
教
室

に
通
っ
て
い
た
の
を
き
っ
か

け
に
水
泳
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
、
市
内
の
練
習
場

で
毎
日
学
校
の
始
ま
る
前
の

朝
５
時
か
ら
と
夕
方
に
２
時

間
ず
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
い
ま
す
。
１
回
の
練
習
で

８
�
泳
い
だ
り
、
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
す
る
な

ど
、厳
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
日
々

こ
な
し
て
い
ま
す
。

練
習
が
休
み
の
と
き
な
ど

は
、
音
楽
を
聴
い
た
り
学
校

の
友
達
と
遊
ん
だ
り
し
て
過

ご
す
と
い
う
末
下
さ
ん
。「
将

来
は
他
の
選
手
か
ら
目
標
と

さ
れ
る
よ
う
な
選
手
に
な
り

た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
ま
ず

は
、
目
の
前
の

目
標
を
一
つ
ひ

と
つ
ク
リ
ア
し

て
い
き
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し

た
。

関西合唱コンクールで金賞を獲得した孔舎衙中学校合唱

部が１０月２８日、全日本合唱コンクール（鹿児島市）におい

て、銅賞という成績を収めました。

３年生で部長の庄野琴音さんは「部員一同、精一杯がん

ばりました。自分たちの中で一番いい演奏ができたのでよ

かったです」と話していました。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
全
国

的
に
耐
震
診
断
や
改
修
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
切
な
自
宅
の
耐

震
性
を
知
り
た
く
て
も
悪
質
な

訪
問
販
売
業
者
な
ど
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
か

不
安
に
思
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
耐
震
診
断
を
受
け

て
い
た
だ
く
た
め
、
市
が
診
断

員
を
派
遣
し
て
耐
震
診
断
を
行

う
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派
遣

制
度
が
あ
り
ま
す
。

平
成
９
年
の
耐
震
診
断
制
度

の
創
設
以
降
、利
用
者
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す（
グ
ラ
フ
参
照
）。

ま
た
、
耐
震
補
強
や
費
用
の

目
安
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
耐
震

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
も
無

料
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

巨
大
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
今
こ
そ
、耐
震
診
断
で
住
ま

い
の
安
全
を
確
認
し
ま
せ
ん
か
。

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派

遣
制
度
】

対
象
と
な
る
建
物
の
要
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◇
対
象
建
築
物

昭
和
５６
年

５
月
３１
日
以
前
に
原
則
と
し
て

建
築
確
認
を
受
け
て
市
内
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅
（
戸
建
住

宅
、
長
屋
住
宅
ま
た
は
共
同
住

宅
）◇

募
集
戸
数

２
０
０
戸

◇
診
断
費
用
・
所
有
者
負
担

額

▽
戸
建
住
宅
（
５０
�
以
上

２
０
０
�
未
満
）、５
万
円
�
５

０
０
０
円

▽
長
屋
住
宅
、
共

同
住
宅
（
１
戸
当
た
り
２５
�
以

上
５０
�
未
満
）、２
万
５
０
０
０

円
に
戸
数
を
乗
じ
た
額
�
２
５

０
０
円
に
戸
数
を
乗
じ
た
額

※
右
記
以
外
の
面
積
の
建
物

は
、
費
用
が
増
減
し
ま
す
。
住

宅
は
現
在
居
住
し
て
い
る
も
の

に
限
り
、
店
舗
な
ど
を
兼
ね
る

住
宅
は
床
面
積
の
２
分
の
１
以

上
を
住
宅
の
用
途
に
使
用
し
て

い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
耐
震
診
断
は
建
物
一
棟
で

行
い
ま
す
の
で
、
共
同
住
宅
な

ど
で
は
一
部
所
有
者
の
申
請
で

は
耐
震
診
断
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
は
間
近
�

木
造
住
宅
の
耐
震

設
計
・
改
修
補
助

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
平
成
２４
年
度
耐
震
改
修

補
助
制
度
の
申
込
期
限
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
件
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
よ

り
も
早
く
締
め
切
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
込
期
限
は
１２
月
２８
日
�
で

す
の
で
、利
用
を
お
考
え
の
方
は

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
み
の
前
に
必
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
建
築
物

昭
和
５６
年

５
月
３１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

２
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅

※
ほ
か
に
も
条
件
が
あ
り
ま

す
。◇

対
象
と
な
る
設
計
・
改
修
工

事

耐
震
診
断
の
結
果
、建
築
物

の
評
点
が
１
・
０
未
満
の
木
造
住

宅
に
対
し
一
定
基
準
以
上
の
評

点
に
高
め
る
設
計
・
改
修
工
事

◇
補
助
額

▽
設
計
補
助
�

設
計
費
用
の
７
割
（
上
限
１０
万

円
）

▽
改
修
補
助
�
基
本
補

助
５０
万
円
（
条
件
に
よ
り
加
算

補
助
１０
万
円
〜
４０
万
円
あ
り
）

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

指

導
監
察
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
４
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
４

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
本
市

の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
「
モ

ノ
づ
く
り
の
ま
ち
」
を
市
内

外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
ポ
ス
タ
ー

を
、
本
市
の
デ
ザ
イ
ン
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
あ
り
、
世

界
的
な
工
業

デ
ザ
イ
ナ
ー

の
喜
多
俊
之

さ
ん
に
依
頼

し
、
初
め
て

制
作
し
ま
し

た
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、「
世
界

が
求
め
る
技
が
、
東
大
阪
か

ら
産
ま
れ
る
」を
テ
ー
マ
に
、

世
界
で
競
争
力
を
も
つ
企
業

が
集
積
す
る
モ
ノ
づ
く
り
の

ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の

で
す
。

ポ
ス
タ
ー
は
、
市
内
外
の

関
係
機
関
や
関
係
団
体
な
ど

に
配
布
す
る
ほ
か
、
市
が
主

催
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
も

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

企
画
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
０
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

２
６

障
害
者
医
療
証
（
だ
い
だ

い
色
）
と
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
証
（
も
も
色
）
が
、
１１
月

１
日
か
ら
新
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
対
象
と
な

る
方
に
は
新
し
い
医
療
証
を

１０
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て

い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。た

だ
し
、
更
新
申
請
が
必

要
で
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い

な
い
方
へ
は
医
療
証
を
送
付

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
至
急

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

更
新
申
請
が
必
要
な
方
と

は
、
療
育
手
帳
の
判
定
年
月

が
過
ぎ
て
い
る
障
害
者
医
療

受
給
者
と
遺
族
年
金
受
給
ま

た
は
そ
れ
に
準
ず
る
基
準
を

満
た
す
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

受
給
者
で
す
。

な
お
、
古
い
医
療
証
は
必

ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
）。

医
療
証
と
健
康
保
険
証
を

あ
わ
せ
て
医
療
機
関
の
窓
口

へ
提
示
す
る
こ
と
で
、
保
険

診
療
の
自
己
負
担
金
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
医
療
ま
た
は
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
制
度
の
対
象

に
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
対
象

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
障
害
者
医
療
制
度
】

◇
対
象

所
得
が
所
得
制

限
限
度
額
（
表
１
）
を
超
え

て
い
な
い
健
康
保
険
加
入
者

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
６５
歳
未
満
の
方

▽
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
を
所
持

▽
療
育
手
帳

（
Ａ
）を
所
持

▽
療
育
手
帳

（
Ｂ
１
）と
身
体
障
害
者
手
帳

の
両
方
を
所
持

※
生
活
保
護
受
給
者
は
除

く
。【

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制

度
】◇

対
象

所
得
が
所
得
制

限
限
度
額
（
表
２
）
を
超
え

て
い
な
い
健
康
保
険
加
入
者

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
１８
歳
に
達
し
た
年
度
末

日
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
子

ど
も
を
監
護
す
る
父
、
母
ま

た
は
そ
の
子
ど
も
を
養
育
す

る
養
育
者

▽
父
母
が
婚
姻

を
解
消
し
た
子
ま
た
は
母
が

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し

た
子

▽
父
ま
た
は
母
が
死

亡
し
た
子

▽
父
ま
た
は
母

が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
子

▽
父
ま
た
は
母
が
生

死
不
明
で
あ
る
子

▽
父
ま

た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年

以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
子

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ

り
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
子

※
生
活
保
護
受
給
者
は
除

く
。【

変
更
届
が
必
要
で
す
】

次
の
と
き
は
届
出
が
必
要

で
す
。

▽
転
出
・
転
居
し
た

▽

氏
名
が
変
わ
っ
た

▽
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
（
記
号

番
号
な
ど
も
）が
変
わ
っ
た

▽
死
亡
し
た

▽
生
活
保
護

を
受
給
し
た

▽
交
通
事
故

な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
り
、

病
気
や
け
が
を
し
て
健
康
保

険
と
医
療
証
で
治
療
を
受
け

た

▽
世
帯
構
成
が
変
わ
っ

た
（
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
）

◇

◇

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
そ
の

他
必
要
書
類

◇
申
請
・
届
出
先

医
療

助
成
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

※
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
で
は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
の
新
規

申
請
と
更
新
申
請
は
医
療
助

成
課
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

医
療
助
成

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

６
６
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

（表１）平成２４年度 障害者医療
所得制限限度額

扶養人数 所得制限額

０人 ４６２万１，０００円以下

１人 ５００万１，０００円以下

２人 ５３８万１，０００円以下

※以降１人増すごとに３８万円を加算。

（表２）平成２４年度 ひとり親家庭医療所得制限限度額

扶養人数 父、母または養育者 扶養義務者など

０人 １９２万円未満 ２３６万円未満

１人 ２３０万円未満 ２７４万円未満

２人 ２６８万円未満 ３１２万円未満

※以降１人増すごとにそれぞれ３８万円を加算。養育費の
８割相当額は所得に算入されます。

生活保護行政適正化行動計画の概要
具体的な取組み

○訪問調査活動の強化・徹底
○「ケースワーカー業務マニュアル」の整理
○扶養義務調査の徹底
など２４項目

○「（仮称）生活保護情報ホットライン」の設置
○不正受給に対する告訴基準の明確化
○「生活保護不正受給防止に関する確認書」を活用し、受給者に周知徹底
など２２項目

○指定医療機関などに対する定期的な個別指導の実施
○「かかりつけ医」「かかりつけ薬局」の推進
○後発医薬品の使用促進
など２３項目

○適切なケースワーク業務を行うための自立支援プログラムの改善
○無料職業紹介事業の実施
○生活保護開始後６か月以内の経済的自立を促進
など１８項目

○生活保護返還金収入率の向上
○「生活保護費返還金・徴収金に係る事務処理マニュアル」の作成
など１３項目

○収入確保の取組み（就労、他法他施策、仕送りなどの増収）
○支出適正化の取組み（頻回・重複受診の抑制、電子レセプトの活用）
○市独自の基準・支払い手法の検討
など１５項目

○福祉事務所の抜本的な執行体制の構築
○福祉事務所の執務スペースの確保
○業務の改善と人材の育成
など１５項目

ケースワーク
業務の強化

不正受給への
対応

医療・介護扶
助の適正化

自立支援の取
組み

法第６３条返還
金・法第７８条
徴収金への適
切な対応

生活保護費の
適正化に向け
た取組み

福祉事務所の
適正な執行体
制の構築

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

第
６
章

第
７
章

モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル

ポ
ス
タ
ー
が
完
成

適 正 化 行 動 計 画 を 策 定

信頼の確保と財政負担の軽減をめざして

対
象
者
へ
医
療
証
を
送
付

１１
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す

生活保 護 行 政

障
害
者
医
療
証
�
だ
い
だ
い
色

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
�
も
も
色

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
とととととととととととととととととととととととととととととと
６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
をををををををををををををををををををををををををををををを
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
銅
賞

孔
舎
衙
中
学
校
合
唱
部

木造住宅の耐震診断

広まっています�

末下愛音さんが優勝
全国中学校水泳大会８００ｍ自由形

夢 は目標とされる選手�
心

を
ひ
と
つ
に
♪

（６）平成２４年１１月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年１１月１５日（７）
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相談のつづき

多重債務（借金問題）
法 律 相 談

借金の返済・多重債務などの相談に

弁護士が応じます。 �時１１月２７日�午
後１時～４時 �対市内在住の方 �定６
人（申込先着順）

�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

検察審査員
選ばれたらご協力を

検察審査会は、不起訴処分が正しか

ったかどうかを審査する機関です。

検察審査会では１１人の審査員が審査

します。審査員は、国民の代表として

選挙人名簿の中からクジで選ばれます。

選ばれたときは協力をお願いします。

なお、検察審査会制度を紹介したＤ

ＶＤを貸し出しています。

�問大阪検察審査会事務局 ０６（６３１６）

２９８５、�０６（６３６３）１２４０

ドリーム２１の臨時休館と
プラネタリウム冬番組のお知らせ

機器の点検とプラネタリウムソフト

の入替えのため、１２月４日�と５日�
は臨時休館します。

なお、プラネタリウムは引き続き７

日�まで休止し、８日�から冬番組「ア
イスワンダーランド」と「銀河鉄道の

夜」を投影します。投影時間や料金な

どくわしくはドリーム２１ホームページ

をご覧ください。

�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０

不動産公売

市税を滞納す

ると、財産の差押

えを行います。

このほど、市で

差し押えた不動

産の公売を次の

とおり行います。くわしくは市ウェブサ

イトでご確認ください。 公売物件 �
不動産（マンション１室〈写真〉�岩田町
４〈希来里〉・見積価額９８０万円・公売保証

金１００万円、ほか土地４件） �１ｔトラ
ック�見積価額３０万円・公売保証金５万
円 公売方法 期日入札 公売日時
１１月２８日�午前１１時～正午 公売場所
市役所本庁舎２２階会議室 公売保証金
納付期限 １１月２８日�午前１１時４０分 売
却決定日 １２月５日�午前１０時 買受
代金納付期限 １２月５日�午後２時
【下見会】
公売物件のうち、１ｔトラックのみ

実際にご覧になれます。 �時１１月１６日
�午前１０時～正午

◇ ◇

�問納税課 ０６（４３０９）３１５３、�０６（４３０９）
３８０８

市税の口座振替にご協力を

市税（市・府民税の普通徴収分、固

定資産税・都市計画税）の納付には、

口座振替の利用をお願いします。

口座振替は、預貯金口座のある市税

取扱金融機関（阿波・徳島銀行を除く）

または郵便局に、通帳、届出印、納税通知

書を持参すると手続きすることができ

ます。口座振替依頼書は市ウェブサイ

トからダウンロードできます。また、市

内の市税取扱金融機関などにもありま

す。市税の口座振替にご協力ください。

�問納税課 ０６（４３０９）３１４７、�０６（４３０９）
３８０８

平成２５・２６年度の入札参加資格審査

申請受付を開始します。工事やコンサ

ルタント業務、物品の販売、役務の提

供などで市と契約を希望する業者は、

入札参加資格審査申請が必要です。

�申申請書に必要事項を書き、関係書
類を添えて各申請期間に簡易書留ま

たは一般書留で郵送 ※申請書など

は１２月３日�から（上下水道局管財課
は１２月１０日�から）市ウェブサイトで
ダウンロード可。各担当課でも配布。

【市役所調度課】
例年より１か月程度早く受付を開

始しますので、ご注意ください。

申請期間 １２月３日�～来年１月１８
日�（消印有効）
�申�問〒５７７―８５２１市役所調度課 �工
事、コンサルタント�０６（４３０９）３１２８
�物品、役務�０６（４３０９）３１２９ ☆フ

ァクスはいずれも０６（４３０９）３８１９

【上下水道局管財課】
申請期間 来年１月８日�～２２日
�（消印有効）
�申�問〒５７８―０９４４若江西新町１―６―６
上下水道局管財課 ０６（６７２４）１２２１、

�０６（６７２１）２３７４

「在留資格について知りたい」「仕事

のことで相談したい」など、専門家に

よる相談を多言語で行います（秘密厳

守、予約不要）。通訳言語は英語、韓

国・朝鮮語、中国語、スペイン語、ポル

トガル語、ベトナム語、タイ語、フィリ

ピノ語、インドネシア語、日本語の１０

言語です。 �時１２月９日�正午～午後
４時３０分（受付は午後４時まで） �所
夢広場（布施駅前） �内在留資格、仕
事、労働、保険、年金、福祉、健康、子

育て、教育や暮らしなどに関すること

�問文化国際課国際情報プラザ ０６

（４３０９）３３１１、�０６（４３０９）３８２３

弁護士による法律相談
【本庁市民相談室】１週間前から電話

で受付。月・水・金曜午後１時～４時、

第２火曜午後５時～８時（申込先着１６人）

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
【巡回法律相談・リージョンセンター】

１週間前から電話で受付。いずれも午後

１時～４時（申込先着８人）０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１（本庁市民相談室） �日
下�奇数月の第２火曜�四条�第２・４
木曜�中鴻池�偶数月の第４火曜�若江
岩田駅前�第１・３木曜�楠根�偶数月
の第２火曜�布施駅前�第１・３火曜�
近江堂�奇数月の第４火曜
司法書士による相談
【本庁市民相談室】第３木曜午後２時

～３時３０分（当日先着８人） ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１
行政書士による相談
【本庁市民相談室】相続、遺言の作成

など。第１火曜午後１時～４時で予約不

要 ０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
消費生活相談
【消費生活センター】月～金曜午前９

時３０分～午後５時（電話相談は午後４時

までで、来所相談は予約制） ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

人権法律相談
いずれも午後１時～４時で予約制 �

第２火曜（荒本人権文化センター）�０６
（６７８８）７４２４、�０６（６７８８）２４５６�第４火
曜（長瀬人権文化センター）�０６（６７２０）
１７０１、�０６（６７２９）９１７１
女性のための相談
【イコーラム】予約と電話相談は月曜
が祝日の場合は実施し、翌火曜が休館

�面接相談（予約制）�火・木・土曜（５
週目を除く）午前１０時～正午・午後１時

～４時（第４火曜は午後６時～８時も。

休館の場合第３火曜）０７２（９６０）９２０５、�
０７２（９６０）９２０８�電話相談�火～日曜午
前１０時～午後５時 ０７２（９６０）９２０６、�
０７２（９６０）９２０８�労働相談（予約制）�第
２土曜午後１時３０分～４時２０分 ０７２（９６０）

９２０５、�０７２（９６０）９２０８
男性のための相談
第１土曜午後１時～５時、第３水曜午

後７時～９時 ０７２（９６６）５００２

医療相談
【地域健康企画課】医療機関利用のた
めの相談に応じます。月～金曜午前１０時～

午後４時 ０７２（９６０）３８０１、�０７２（９６０）３８０６
【市立総合病院看護相談室】健康上の
不安や悩みなどに応じます。午前８時３０

分～午後４時で予約制 ０６（６７８１）５１０１、

�０６（６７８１）２２７１
交通事故相談
【交通対策室】月・火・水・金曜午前
９時～午後４時で予約制 ０６（４３０９）３２２３、

�０６（４３０９）３８３６

福祉なんでも相談
【市民プラザ】コミュニティソーシャ
ルワーカーが相談に応じます。いずれも

午後１時３０分～４時で予約不要 ０６（４３０９）

３１８１、�０６（４３０９）３８１５（福祉企画課） �日
下�第３水曜日�四条�第１火曜日�中
鴻池�第１金曜日�若江岩田駅前�第１
月曜日�楠根�第３木曜日�布施駅前�
第１水曜日�近江堂�第１木曜日
若者の自立・就労相談
【本庁市民相談室】職業紹介やあっ旋

は行いません。�若者自立のための相談
（予約制）�第２木曜午後２時～５時
０７４４（４４）２０５５、�０７４４（４４）２０５６（学
校法人神須学園）�青年の就労や自立の
ための相談�第４木曜午前１０時～午後５
時 ０６（６７８７）２００８、�０６（６７８７）２０１８
（東大阪若者サポートステーション）

パート・労働問題の相談
職業紹介やあっ旋は行いません。�月
～金曜午前９時～午後４時（労働雇用政

策室）�０６（４３０９）３１７９、�０６（４３０９）
３８４６�月・水・金・土・日曜午前９時～
午後５時※土・日曜は月・水・金曜に要

予約（ユトリート東大阪）�０６（６７２１）
６０００、�０６（６７２１）１２１２
就職が困難な方の雇用・就労相談
【就労支援センター】職業紹介やあっ

旋は行いません。いずれも月～金曜午前

９時～午後４時 �永和�０６（６７８８）４５８０、
�０６（６７８８）４５５５�意岐部�０６（６７８４）５８１１、
�０６（６７８４）５８２２�長瀬�０６（６７２７）１９２０、
�０６（６７２７）１９２５

教育・子育て相談など
【教育センター（教育・発達）】月～金
曜、土曜（月２回。要問合せ）午前９時～

午後５時３０分で予約制 ０６（６７２７）０１１３、

�０６（６７２９）８２６１
【子どもの悩み相談（保護者・市民専

用）】月～土曜午前９時～午後９時（土曜
は午後５時まで） ０６（６７８２）７８６７

【いじめ・悩み１１０番（子ども専用）】
月～土曜午前９時～午後９時（土曜は午

後５時まで） ０６（６７３２）０１１０

【すこやかテレホン】月～金曜午前１０
時～午後４時 ０６（６７２１）９１７４、�０６（６７２１）
９８７４ ※メールでの相談も可。くわしくは

青少年補導センターホームページをご覧

ください。

【休日・夜間子育て相談ダイヤル】�平
日�午後５時３０分～翌日午前９時�土・
日曜、祝日�２４時間 ０７２（９６１）０１７８（�
兼用）

【子育て支援センター】�来所相談（予
約制）�月曜（鴻池）、火曜（長瀬）、水曜（あ
さひっこ）、木曜（荒本）午前９時３０分～午

後４時�電話相談�月～土曜午前９時～
午後５時３０分 ０６（６７４８）８２５２、�０６（６７４３）
０５７７（鴻池）・０６（６７２８）１８００、�０６（６７２８）
２４１３（長瀬）・０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）
１０５５（あさひっこ）・０６（６７８８）１０５５、�０６
（６７８８）２５９７（荒本）

そう だん

よみかき相談
げつ きんよう ご ぜん じ ご ご じ ぷん

月～金曜午前９時～午後５時３０分 ０６
ファクス しゃかいきょういく

（４３０９）３２７９、�０６（４３０９）３８３５（社会教育
か

課）

平成２５・２６年度入札参加資格審査申請を受付

市役所調度課・上下水道局管財課

１日相談サービスin東大阪
外国人のための

※いずれも無料。休日と祝日は行い
ません（子育て相談ダイヤルを除く）。

定定 例例 相相 談談

（８）平成２４年１１月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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屋敷林の保全活動

全国的にも珍

しい市街地の屋

敷林である今米

緑地の保全活動

に参加しません

か。 �時１１月２７
日�午後１時３０
分～３時（雨天中止） �所今米公園
�対市内在住・在勤・在学（いずれか）の
１８歳以上の方 �内竹林の整理・清掃活
動など �持作業ができる服・靴、軍手、
飲み物 �申１１月１９日�までに電話で
�申�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

写真コンテストの作品

「心に残る東大阪」をテーマに、四季

折々の自然や風景、行事、文化、産業

などを撮影した写真を募集します。

�内�一般部門�６つ切～４つ切（ワイ
ド可）またはＡ４サイズ �腕試し（初
心者）部門�２Ｌサイズ �申応募用紙
に必要事項を書き、作品の裏面に貼っ

て１２月２８日�（消印有効）までに郵送ま
たは直接 ※応募用紙は東大阪観光協

会ホームページからダウンロード可。

商業課、行政サービスセンターでも配

布。応募作品の版権は市に帰属。入選

作品には賞金、副賞を贈呈します。

�申�問〒５７７―８５２１市役所商業課内東大阪
観光協会 ０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）
３８４６

田辺聖子文学館見学ツアー

大阪樟蔭女子大学内にある田辺聖子

文学館を訪ねます。古典作品に対する

田辺聖子さんの思いについて解説しま

す。 �時１１月２３日�午後２時～４時 ※

集合時間・場所は参加決定者に通知。

�定５０人（申込先着順） �申往復ハガキに
行事名、住所、氏名（ふりがなも）、電

話・ファクス番号を書いて郵送（ファ

クス、直接も可）

�申�問〒５７７―００１１荒本北１―２―１ 府立中

央図書館総務企画課 ０６（６７４５）０１７０、

�０６（６７４５）０２６２
�問文化国際課 ０６（４３０９）３１５５、�０６
（４３０９）３８２３

市民美術センターの催し＆募集

【そうさく展】
創作講座修了生が制作した水彩画や

パステル画などの作品を展示します。

�時１２月１２日�～１６日�午前１０時～午後
５時（１６日は午後３時まで） ※申込不

要。

【展示室・和室などを貸出し】
�時来年４月２日�～８月４日�（特

別展などの期間を除く） �対美術、書
道、工芸、文学、茶花道、手芸などの

発表・展示会 �内第１～３展示室、和
室、茶室、会議室 ※会議室のみの利

用は不可。使用料はお問合せください。

�申１２月１日	～７日�午前１０時～午後
５時に直接（月曜日は休館） ※抽選。

申込締切後に空き施設があるときは、

来年１月５日	から受付（申込先着順）。
◇ ◇

�所�申�問市民美術センター ０７２（９６４）

１３１３、�０７２（９６４）１５９６

発掘ふれあい館の収蔵品展

発掘ふれあい館（埋蔵文化財センタ

ー）の収蔵品で、市内の遺跡から出土

した弥生時代～江戸時代に使われた木

製の道具を通して、人々の暮らしと木

の関わりをみていきます。 �時１１月１７
日	～来年１１月１０日�午前９時３０分～
午後４時３０分（月曜日と祝日の翌日、

年末年始は休館）

�所�問発掘ふれあい館 ０７２（９８３）２３４０、

�０７２（９８２）９４１１

やまなみプラザの催し＆教室

【クリスマスロビーコンサート】
�時１２月１５日	午後１時～２時 �定４０

人（当日先着順） �内ピアノ、ピアニカ、
アコースティックギターなどの演奏

【子どもおもしろサイエンス】
温度と熱を学びます。 �時１２月１５日	
午後２時～４時 �対市内在住の小学校
３年生～６年生 �定１２人（抽選） �持筆
記用具、ノート �申往復ハガキに行事
名、住所、氏名、年齢、学年、電話番号

を書いて１２月１日	（必着）までに郵送
◇ ◇

�所�申�問〒５７９―８０５４南四条町１―７ やま

なみプラザ（四条）０７２（９８８）３１０７（�
兼用）

里親シンポジウム

さまざまな事情で家庭を離れて生活

しなければならない子どもたちを里親

家庭で養育することを促進するため、

シンポジウムを開催します。 �時１２月８
日	午後１時３０分～４時 �所夢広場（布
施駅前） �定１５０人（当日先着順） �内里
親の体験発表、相談コーナーなど ※

申込不要。保育あり（要予約）。

�問�東大阪子ども家庭センター ０６

（６７２１）１９６６、�０６（６７２０）３４１１ �
子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�０６
（４３０９）３８１７

音楽フェスティバル

�時１２月２日�午後１時３０分～４時
�対市内在住・在勤・在学（いずれか）
の方 �定１２０人（当日先着順） �内二胡
とギターの演奏、上演と講演「河内地

方の能あれこれ」

�所�問ゆうゆうプラザ（日下） ０７２

（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

ひるさがりロビーコンサート

�時１１月２４日	午後１時３０分～２時１５
分（開場は午後１時） �定１２０人（当日先
着順） �内ニューフィルハーモニック
大阪木管五重奏の皆さんによる演奏で

イベールの３つの小品より第１楽章、

ブーランクのノベレッテなど

�所�問市民美術センター ０７２（９６４）

１３１３、�０７２（９６４）１５９６

宅 建 相 談

�時１１月２７日�午前１０時～午後２時
�所市役所本庁舎１階相談室 �定１０人（当
日先着順） �内不動産に関すること
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

年金相談・国民年金保険料納付相談

国民年金相談員が納付や免除の相談

に応じます。国民年金保険料を未納の

まま放置すると将来年金が受給できな

いこともあります。 �時１１月２９日
午
前１０時～正午・午後１時～４時 �所市
役所本庁舎１階相談室 �持国民年金手
帳または基礎年金番号がわかるもの

※ねんきん定期便を持参すると具体的

な相談に応じることができます。

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�０６
（４３０９）３８０５

【（仮称）中小企業振興条例】
市では、中小企業の振興を市政の

重要な柱として位置づけ、基本理念

や施策などを定める「（仮称）中小企

業振興条例」の策定作業を進めてき

ました。

【（仮称）住工共生まちづくり条例】
市では、国内屈指のモノづくりの

まちとして、将来にわたりその産業

集積を維持し、住民と工場が安心し

て共存できるまちをめざすために必

要なルールとして「（仮称）住工共生

まちづくり条例」の策定作業を進め

てきました。

◇ ◇

このほど、それぞれの条例素案の

骨子となる考え方がまとまりました

ので、意見を募集します。それぞれの

考え方は、１１月２６日�から１２月２５日�
まで、経済総務課、モノづくり支援

室、市政情報相談課（土・日曜日、祝

日を除く午前９時～午後５時３０分）ま

たは市ウェブサイトの「パブリックコ

メント（意見募集）手続き」でご覧に

なれます。 �対市内在住・在勤・在
学（いずれか）の方または団体 提出
方法 住所、氏名（団体は団体名、

所在地、代表者名）、電話番号を書い

て１２月２５日�（必着）までに郵送（フ
ァクス、Ｅメール、閲覧場所への直

接持参も可） ※書式は問いませんが、

閲覧場所にひな形を用意しています。

■提出・問合せ先 �（仮称）東大
阪市中小企業振興条例�〒５７７―８５２１市
役所経済総務課 ０６（４３０９）３１７４、�
keizaisomu@city.higashiosaka.lg.

jp �（仮称）東大阪市住工共生まち
づくり条例�〒５７７―８５２１市役所モノづ
くり支援室 ０６（４３０９）３１７７、�m
onodukuri@city.higashiosaka.lg.j

p ☆ファクスはいずれも０６（４３０９）

３８４６

水道料金や下水道使用料、し尿処

理手数料を納めることが困難で、減

免基準に当てはまる方に、平成２５年

度の納付額の一部を減免します。

なお、生活保護世帯への減免はで

きません。

申請や相談の日程と場所は、表�
のとおりです。 �対�所得基準額（表
�）以下の世帯 �失業や廃業によ
り所得減少になる世帯 減免額 �
水道料金�基本料金の５割 �下水

道使用料�基本料金 �し尿処理手
数料�普通便槽の手数料の８割 �申
申請する各料金の領収書（水量のお

知らせも可）、印鑑を持って直接 ※

平成２４年１月２日以降に東大阪市に

転入した方は平成２４年度の所得証明

書が必要。

�問�水道料金�水道総務部お客様
サービス課 ０６（６７２４）１２２１、�０６
（６７２１）２３７４ �下水道使用料�下水
道部業務課 ０６（４３０９）３２５１、�０６
（４３０９）３８２７ �し尿処理手数料
�環境整備課 ０６（４３０９）３２０２、

�０６（４３０９）３８１７

表� 所得基準額
平成２３年中の世帯
全員の総所得金額

１２５万円

１５８万円

１９１万円

※１人増すごとに３３万円加算。

世帯人数

１人

２人

３人

表� 受付日・場所
ところ

市民会館展示室

くすのきプラザ（若江岩田駅前）

グリーンパル（中鴻池）

ゆうゆうプラザ（日下）

はすの広場（近江堂）

東体育館

ももの広場（楠根）

☆いずれも午前１０時～午後３時

とき
１１月
２１日�
２２日


２６日�

２７日�
２８日�
２９日


（仮称）中小企業振興条例
（仮称）住工共生まちづくり条例

意見を募集します
パブリック
コメント

平成２５年度水道料金・下水道使用料・し尿処理手数料

減免申請を受け付けます

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年１１月１５日（９）
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鴻池子育て支援センター

【ふたご交流会】
�時１２月７日�午前１０時～１１時３０分
�対就学前のふたご・みつごとその保護
者 �内ミニミニクリスマス会 ※申込

不要。

【クリスマスコンサート】
�時１２月１４日�午前１０時１５分～１１時１５
分 �所グリーンパル（中鴻池） �対就
学前乳幼児とその保護者 �持飲み物、
靴を入れるビニール袋 �申１２月３日�
～１２日�に電話または直接
【子育て相談】
月曜日は発達相談員が応じます。

電話相談 月曜日～土曜日午前９時～

午後５時３０分 ※来所相談は要予約。

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５２、�０６（６７４３）０５７７

あさひっこ

【親子で楽しむリトミック】
�時１１月２８日�午前１０時～１１時 �所ゆう
ゆうプラザ（日下） �対しっかり歩け
る１歳以上の乳幼児とその保護者 �定
１５組（申込先着順） �申１１月１６日�午
前１０時から電話で

【親子でふれあい＆ダンス】
�時１１月２９日�午前１０時～１１時 �所縄手
南公民分館 �対０歳児とその保護者
�定１０組（申込先着順） �持抱っこひも
�申１１月１６日�午前１０時から電話で
【地域の人といっしょに遊ぼう�】
桜町自治会の人と交流します。 �時

１２月４日�・５日�午前１０時３０分～１１時
３０分 �対就学前乳幼児とその保護者
※申込不要。

【クリスマスリースを作ろう�】
�時１２月７日�午前１０時～１１時 �対２

歳以上の幼児とその保護者 �定１０組（申
込先着順） �料５００円 �申１１月２２日�午
前１０時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援セ
ンター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）
１０５５

荒本子育て支援センター

【テーブルシアター】
�時１１月２６日�午前１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児とその保護者 �定３０
組（申込先着順） �申１１月１５日�午後
１時から電話で

【ママと赤ちゃんの親子体操】
�時１１月２６日�午後１時４５分～２時３０

分 �対４か月～１歳未満の乳児とその
保護者 �定１５組（申込先着順） �持飲
み物、バスタオル �申１１月１５日�午後
３時から電話で

【リフレッシュ講座～絵手紙を描こ
う】
�時１１月３０日�午前１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児とその保護者 �定１０
組（申込先着順） ※子どもは別保育。

�申１１月１６日�午前１０時から電話で

【ハッピークリスマス会】
�時�所�１２月１０日��ももの広場（楠
根） �１４日��荒本人権文化センタ
ー ☆いずれも午前１０時～１１時 �申１１
月２８日�午後１時から電話で
【よちよちタイム】
�時１１月３０日�・１２月１０日�午後１時３０
分～３時３０分、１２月３日�午前９時３０
分～１１時３０分 �対よちよち歩きの１歳
児とその保護者 ※申込不要。

【絵本の広場】
�時１２月３日�午後１時３０分～２時３０

分、７日�午前１０時～１１時 �対２歳６
か月以上の幼児とその保護者 ※申込

不要。

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【ミニ運動会ごっこ】
�時１１月２０日�午前１１時～１１時４５分
�対就学前乳幼児とその保護者 ※申込

不要。

【アンパンマン体操をしよう】
�時１１月２６日�午前１０時３０分～１１時３０
分 �所金岡公園 �対就学前乳幼児とそ
の保護者 �申１１月１９日�午後１時から
電話で

【クリスマスコンサート】
歌のお姉さんと楽しく過ごしません

か。 �時１２月３日�午前１０時３０分～１１
時３０分 �所長瀬青少年センター �対就
学前乳幼児とその保護者 �定１５０組（申
込先着順） �申１１月２１日�午前１０時か
ら電話で

【クリスマスリース作り】
�時１１月３０日�午前１０時～１１時３０分

�対就学前乳幼児とその保護者 �定２０組
（申込先着順） ※材料費が必要。 �申
１１月２１日�午後１時から電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

石切保育所

【赤ちゃん教室】
�時１１月２０日�午前１０時３０分～１１時３０
分 �所日新高校和作法室 �対未歩行の
０歳児とその保護者 �定１０組（申込先着
順） �内親子でふれあい遊びなど �申
１１月１５日�から電話またはファクスで
�申�問石切保育所 ０７２（９８４）６２６０、�

０７２（９８４）９５７８

つどいの広場

【親子で遊ぼう】
人形劇「ねことおんどり」を上演し

ます。 �時１２月２２日�午前１０時３０分～１１
時３０分（開場は午前１０時） �定５０組（申
込先着順） �申１１月２２日�から電話で
�所�申�問東大阪大学こども研究センタ

ー（西堤学園町３） ０６（６７８２）２８２１

（�兼用）
�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�

０６（４３０９）３８１７

まなぶのつづき

ちょこっとレクチャー
ビデオな１日

本を読んでいる男の子を見て、「自分

も学校に行きたい」と思ったアフガニ

スタンの６歳の女の子が学校に行くま

での小さな冒険を描いた映画「子供の

情景（字幕あり）」を鑑賞します。 �時
１２月１５日�午前１０時～１１時３０分・午後
２時～３時３０分 �対市内在住・在勤・
在学（いずれか）の方 �定各４０人（当日
先着順） ※１歳６か月～就学前幼児

の保育あり（１人２００円で定員各１０人。

申込先着順。１２月８日�までに要予約）。
�所�問イコーラム（男女共同参画センタ
ー）０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７

クリスマス
プリザーブドフラワー教室

�時１２月８日�午後１時～３時 �定１５
人（申込先着順） �講フラワーコーディ
ネーターの三浦由美子さん �料５，０００円
�持はさみ �申１１月１６日�から電話で
�所�申�問ユトリート東大阪 ０６（６７２１）

６０００、�０６（６７２１）１２１２

ファミリー・サポート・センター
子育て講座

学童期・思春期の子どもへの理解を

深める講座です。 �時１２月７日�午前
１０時～正午 �所イコーラム（男女共同
参画センター） �対子育て中の方や子
育て支援に関心のある市内在住の方

�定３０人（申込先着順） �内講演「上手に
なろう、子どものコミュニケーション」

女性ライフサイクル研究所の森�和代
さん �持筆記用具 �申講座名、住所、
氏名、年齢、電話番号を１２月５日�ま
でに電話またはファクスで（直接も可）

�申�問ファミリー・サポート・センタ
ー ０６（６７８５）２６２５、�０６（６７８９）５６１１

老人センター
パソコンで年賀ハガキ作り

�時�所�１１月２０日��角田総合老人セ
ンター �２７日��高井田老人センタ
ー �１２月４日��五条老人センター
☆いずれも午後１時～２時３０分、午後

２時４５分～４時１５分 �対市内在住のお
おむね６０歳以上の方 �定各８人（申込先
着順） �料３００円 �持ハガキ（インクジ
ェット用）１０枚 �申教室名、希望時間、
住所、氏名、年齢、電話番号を電話ま

たはファクスで（直接も可） ※１１月２７

日と１２月４日開催の教室は１１月１５日�
から受付。

�申�問�角田総合老人センター ０７２

（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０ �高
井田老人センター ０６（６７８９）３７５１、�
０６（６７８９）９１７４ �五条老人センター
０７２（９８５）３７５１、�０７２（９８６）７５９２

イコーラム・カレッジ
家族以外の大事な�つながり�

オーストラリアの多様なライフスタ

イルを紹介しながら、家族以外の	つ
ながり
によって、より豊かで安心な
生活を得る方法を考えます。 �時１２月
８日�午後２時～４時 �対市内在住・
在勤・在学（いずれか）の方 �定２０人
（抽選） �講西オーストラリア州立大
学准教授のローラ・デールズさん ※

１歳６か月～就学前幼児の保育あり（１

人２００円で定員１０人。申込先着順）。

�申ハガキに講座名、受講動機、住所、
氏名、電話・ファクス番号、保育の有

無（必要な場合は子どもの氏名と生年

月日も）を書いて１２月１日�（必着）
までに郵送（電話、ファクス、Ｅメー

ル、直接も可）

�所�申�問〒５７８―０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@nifty.com

※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、各子
育て支援センターで開催。

「買取り業者が『不用品を買い取

る』と言って訪問してきた。着てい

ない着物などを見せたが、『貴金属は

ないのか』と言われた。『ない』と答

えたのにしつこく居座られ怖くなり、

仕方なく指輪など数点を売ってしま

った」といった貴金属などの「訪問

買取り」に関する相談が急増してい

ます。自宅を訪問し、貴金属を売る

意思がない消費者に対し、強引に売

却を迫り、お金を置いて貴金属を持

ち帰ってしまうことから「押し買い」

などとも呼ばれています。

訪問買取りは消費者が売り手にな

る契約なので、訪問による契約であ

っても特定商取引法は適用されず、

救済は困難でした。

このほど特定商取引法の一部が改

正され（平成２４年８月１０日成立、６

か月以内に施行予定）、このような訪

問買取りにも厳しい規制を課すこと

になりました。

改正内容は次のとおりです。

�消費者が訪問を希望しない場合

の訪問を禁止 �勧誘を受ける意思
を確認する義務 �契約書面を交付
する義務 �８日間のクーリング・
オフ（クーリング・オフ期間内は商

品を業者に渡さなくてもよい） �
断った人に対して再び勧誘すること

を禁止など ※店での取引きや、消

費者側から売買契約をするために事

業者を呼んだ場合はこの法律は適用

されません。

【法律施行までは警戒を】
法律が施行されるまでの数か月間

はまだ適用されないため、駆込みの

勧誘に対して警戒が必要です。買取

りの必要がなければきっぱりと断り

ましょう。また「蛇口点検を装った

男性に家に上がり込まれ、貴金属を

物色されて買取りを強要された」と

いう相談も寄せられています。脅さ

れる、また断っても帰ってくれない

場合、警察署へ通報しましょう。

◇ ◇

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

子育て支援センター・
保育所・つどいの広場

～緊急度レベル★★★★★

押し買いに法律の規制！
法律施行までの駆け込み勧誘に注意

（１０）平成２４年１１月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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五条老人センターの教室

【手作り作品教室】
キルティング布でポーチを作ります。

�時１１月１９日�午後１時３０分～３時３０分
�定１５人（申込先着順） �料３００円 �持
裁縫道具

【介護予防教室】
転倒予防体操などを学びます。 �時

１１月２６日�午後１時３０分～３時 �定３０人
（申込先着順） �持飲み物、タオル
【版画教室】
版木で年賀状を作ります。 �時１１月

２７日�午後１時～４時 �定２０人（申込
先着順） �料３５０円 �持彫刻刀、水彩絵
の具、筆

【クラフト教室】
地元で拾った木の実などでクリスマ

スリースを作ります。 �時１１月２９日�
午後１時３０分～３時３０分 �定１５人（申
込先着順） �料１，０００円

◇ ◇

�対市内在住の６０歳以上の方 �申１１月
１５日�から電話または直接
�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

枚岡公園で切り株サンタを作ろう

切り株を使ってサンタクロースを作

ってみませんか。 �時１１月２５日�午後
１時３０分～３時３０分 �所枚岡公園 �定
２０人（申込先着順）

�申�問枚岡公園管理事務所 ０７２（９８１）

２５１６、�０７２（９８２）８７２５
�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）

３８４６

なるかわアーチェリークラブ

自然の中で楽しみながら、アーチェ

リーの基礎を学びませんか。 �時１２月９
日�午前９時～午後４時（雨天中止）
�対小学生以上の方 �定２４人（申込先着
順） �料１，０００円（昼食付き） �持運動
ができる服・靴、飲み物、帽子、タオ

ル �申１１月１５日�～３０日�午前９時～
午後５時に電話で

�所�申�問自由の森なるかわ（野外活動
センター） ０７２（９８６）１５５１、�０７２
（９８６）１５５０

ものづくり教室
クリスマスグッズを作ろう！

�時１２月８日�午後１時３０分～３時３０
分（受付は午後１時から） �対４歳以
上の方 �定３０人（当日先着順） �料１００
円

�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�
０７２（９６２）０８１０

歴史講演会

特別史跡百済寺跡の再発掘調査の成

果と古代の豪族百済王氏一族の繁栄と

衰退について話します。 �時１２月２日
�午後１時３０分～３時３０分 �定９０人（当
日先着順） �講枚方市教育委員会の大
竹弘之さん

�所�問発掘ふれあい館（埋蔵文化財セン
ター）０７２（９８３）２３４０、�０７２（９８２）９４１１

健康料理教室

葉ものを使って、おせちを作ります。

�時１２月９日�午前１０時３０分～午後１時
３０分 �対市内在住・在勤（いずれか）の
方 �定１６人（抽選） �料１，０００円 �持エプ
ロンなど �申往復ハガキに教室名、住
所、氏名、年齢、電話番号を書いて１１

月２５日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７８―０９７５中鴻池町２―３―１３ グ

リーンパル（中鴻池）０６（６７４７）１５９２、

�０６（６７４４）２７４８

市民活動に関わる方のための
会議の進め方講座

ホワイトボードの活用の仕方など、

会議を円滑に進める手法を学びます。

�時１２月８日�午前１０時～午後５時 �所
市役所本庁舎１８階研修室 �対市内で活
動するＮＰＯや市民活動団体 �定２０人
（抽選） �申講座名、所属団体名、団体
の所在地または活動場所、参加者の氏

名、電話番号を１１月２８日�までに電話
またはファクスで（Ｅメールも可）

�申�問ＮＰＯ・市民活動支援課 ０６

（４３０９）３３５０、�０６（４３０９）３８１２、�npo
�shimin@city.higashiosaka.lg.jp

高井田障害者センターの教室

【ロンドンパラリンピック銀メダリ
スト伊藤智也さんが語る～「命を輝か
せる」講演＆ジャズライブ】
�時１２月９日�午後２時～４時３０分（開
場は午後１時３０分） �所大阪商業大学
ユニバーシティーホール蒼天 �対市内
在住の方 �定２００人（申込先着順） �内
伊藤智也さんによる講演、Dads&Ma

mmys によるジャズライブなど

【ボウリング教室】
初心者や車いすの方でも参加できま

す。 �時１２月～来年３月の第４水曜日
午後６時～７時（計４日間） �所ボウリ
ングスペース hit（小阪２） �対市内在
住の障害者 �定２０人（抽選） �料１日５００
円 �申１２月７日�までに電話またはフ
ァクスで（直接も可）

【初級パソコン教室】
自己紹介の文章の作成などを行いま

す。 �時１２月～来年３月の第４土曜日
午前１０時～正午（計４日間） �対市内
在住の障害者 �定５人（抽選） �申１２
月７日�までに電話またはファクスで
（直接も可）

◇ ◇

�所�申�問高井田障害者センター ０６

（６７８９）０１３１、�０６（６７８９）２８７０

働く意欲がありながら就労が困難

な方を対象にパソコン講座を行いま

す。面接対策やグループワークトレ

ーニング、就労相談もあります。

�時�内�料①来年１月１０日�～２月７日
��日商ＰＣ検定データ活用３級受
験対策講座（計２０日間）と受験、９，９００

円（受験料含む） ②来年２月１２日�
～２５日��日商簿記検定３級受験対
策＆弥生会計マスター（計１０日間）、

２，３０５円 ③来年２月２６日�～３月１３
日��イラストレーターとフォトシ
ョップグラフィックデザイン総合講

座（計１２日間）、１，７００円 ☆いずれも

土・日曜日、祝日を除く午前１０時～

午後４時 �所明洋ライセンススクー
ル（近鉄河内小阪駅前） ※会場は３

階でエレベーターはありません。

�対全日程受講できる市内在住の離職
者でパソコンの基本操作ができる方

（学生を除く） �定各２５人（抽選） �申
往復ハガキに講座名、コース名、受

講動機、住所・氏名（返信用にも。

氏名にはふりがなも）、年齢、電話番

号を書いて１２月６日�（必着）まで
に郵送 ※複数講座への応募可。受

講候補者確定後、受講確認通知を発

送します。オリエンテーション（①

１２月２０日�、②③来年２月５日�）
へ参加していただくと受講資格が確

定します。

�申�問〒５７７―００５４高井田元町２―１―８
	東大阪市雇用開発センター ０６

（６７８８）４５５４、�０６（６７８８）４５５５

就職のためのパソコン基礎講座

ワード、エクセル、パワーポイン

トでビジネス文書を作成します。

�時１１月２０日�～２２日�午前１０時～午後
５時（計３日間） �対１５歳～３９歳の求
職中のパソコン初心者 �定８人（申込
先着順） �申１１月１６日�までに電話で
�所�申�問東大阪若者サポートステー
ション（高井田元町２） ０６（６７８７）

２００８、�０６（６７８７）２０１８
◇ ◇

�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

市では、新技術・新製品に関する

知的財産の保護と権利化を促進し、

競争力の強化と事業活動の振興を図

るため、特許法（昭和３４年４月１３日

法律第１２１号）に規定されている特許

権の国内取得の費用を補助します。

ぜひ、ご活用ください。

【補助対象者】
市内に所在地または主たる工場が

あり、申請時を起点に過去１年以上

製造業を営み、市税を滞納していな

い中小企業者が対象です。

【補助対象事業・経費】
補助対象者が特許出願人で、出願

審査請求に直接必要となる経費（出

願審査請求料、弁理士の手続代行費

用）の一部を補助します。ただし、

補助対象者が初めて行う出願審査請

求で、平成２４年４月１日以降に出願

審査請求したもののうち、補助対象

年度末日までに支払いが完了したも

のに限ります。 ※出願審査請求を

取下げまたは放棄した場合は、この

要綱による補助対象となりません。

【補助率・限度額】
補助率は、補助対象経費の２分の

１以内です。

１０万円を限度に、予算の範囲内で

交付（千円未満切捨て）します。

※国・府その他公益団体の助成制度

で、この要綱に基づく補助制度に相

当するものの適用を受けた事業は、

その補助金額を除いた額を補助対象

経費とします。

【申込方法】
申請書に必要事項を書き、必要書

類を添えて１１月３０日�（消印有効）
までに郵送（直接も可）。 ※申請書

は市ウェブサイトからダウンロード

可。モノづくり支援室でも配布。

◇ ◇

�申�問〒５７７―８５２１市役所モノづくり支
援室 ０６（４３０９）３１７７、�０６（４３０９）
３８４６

技術活用セミナー

企業独自の製品や製造方法は、特

許制度などによって独占的権利が与

えられます。制度をうまく活用する

ことで自社の競争力を高めながら事

業展開の幅を広げることが可能です。

セミナーでは、さまざまな事業展開

の事例を交えて、活用方法を紹介し

ます。 �時１２月６日�午後６時～８
時 �所クリエイション・コア東大阪
南館研修室 �対市内製造業者 �定５０
人（申込先着順） �講北浜国際特許事
務所所長の前井宏之さん �申申込書
に必要事項を書いて１１月３０日�まで
にファクスで ※申込書は技術交流

プラザホームページからダウンロー

ド可。モノづくり支援室でも配布。

�申�問	中小企業振興勤労者福祉機
構 ０６（４３０９）２３０１、�０６（４３０９）２３０３
�問モノづくり支援室

国内取得の費用を補助
特 許 取 得 を 支 援

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

就労支援パソコン講座

就職へステップ・アップ�

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年１１月１５日（１１）
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迫
力
あ
る
救
出
訓
練
を
間
近

で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す

年
末
年
始
に
近
鉄
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
で
行
わ
れ
る
全
国
高
校

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
来
場
さ
れ
る
方
を
歓
迎
す
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
人
文
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
は
、
今
年
の
第
９２

回
大
会
で
花
園
開
催
５０
回
目
を

迎
え
ま
す
。こ
れ
を
記
念
し
て
、

開
会
式
で
「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

東
大
阪
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
来
場
者

を
歓
迎
す
る
た
め
の
約
１
０
０

０
人
規
模
の
人
文
字
を
創
作
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
人
文
字
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
人
文
字
終
了

後
は
、
試
合
観
戦
可
能
で
す
。

◇
と
き

１２
月
２７
日
�
午
前

９
時
〜
１１
時
（
予
定
）

◇
対
象

市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
（
い
ず
れ
か
）
の
小
学

校
５
年
生
以
上
の
方

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

【
美
化
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

花
園
中
央
公
園
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
美
化
活
動
な
ど
を
し
ま

す
。◇

と
き

１２
月
２７
日
�
・
２８

日
�
・
３０
日
�
・
来
年
１
月
１

日
�
・
３
日
�
・
５
日
�
・
７

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
定
員

各
１０
人
程
度

※
複
数
日
程
へ
の
参
加
も
可
。

◇

◇

※
個
人
、
団
体
は
問
い
ま
せ

ん
。
人
数
調
整
に
よ
り
ご
参
加

い
た
だ
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。◇

申
込
方
法

申
込
用
紙
に

参
加
希
望
日
（
美
化
活
動
の

み
）、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
を
書
い
て

１１
月
１５
日
�
〜
３０
日
�（
必
着
）

に
郵
送
（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
直
接
も
可
）

※
申
込
用
紙
は
１１
月
１５
日
�

か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。
申
込
用
紙
以
外

で
の
申
込
み
も
可
。

◇
問
合
せ
・
申
込
み
先

〒

５７７
―

８
５
２
１
市
役
所
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
誘
致
室

０
６（
４
３
０
９
）３
０
２
０
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
７
、

Ｅ
メ
ー
ルru

g
b
y
2
0
1
9
@

city
.h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.l

g
.jp

他市との連携を深める

合同防災訓練と防災フェア

大阪府と中河内地域３市（東大阪市、八尾市、

柏原市）、羽曳野市、藤井寺市が合同で防災訓

練と防災フェアを実施します。この訓練は、さ

まざまな災害に対して自主防災組織や防災関

係機関の技能の習熟と円滑な連携を図ること

を目的として開催されます。東大阪市からは

４校区（約５０人）の自主防災組織が参加します。

とき １１月１８日�午前９時～正午（雨天決
行） ところ 大和川右岸河川敷（藤井寺市川

北３） 内容 �自主防災組織による避難所
資機材設営訓練や消火訓練 �消防、警察、
自衛隊などによる救出救助訓練 �婦人防火
クラブによる炊き出し訓練 �展示・体験コ
ーナー（ＡＥＤ体験、災害特殊車両展示、非

常食試食）など ※当日は公共交通機関をご

利用ください。ＪＲ柏原駅から会場まで往復

シャトルバスあり。

■問合せ先 危機管理室 ０６（４３０９）３１３０、

�０６（４３０９）３８２０
人文字のイメージ。写真（右）のようにボー
ドを掲げます。力を合わせてラグビーワー
ルドカップ２０１９を花園に誘致しましょう

１２月から（水泳は来年１月から）

来年３月までの水泳教室と文化・ス

ポーツ教室の会員を表のとおり募集

します。持ち物など、くわしくは東

大阪アリーナホームページをご覧く

ださい。

申込方法 往復ハガキ（１人１枚）

に教室名（水泳教室は第２希望まで、

希望曜日も）、住所、氏名、年齢（学

生は学年も）、性別、電話番号を書い

て、文化・スポーツ教室は１１月２０日

�（必着）までに、水泳教室は１２月
７日�（必着）までに郵送 ※いずれ

も抽選。申込みが少ない教室は中止

する場合があります。

■ところ・問合せ・申込み先 〒

５７７―０８０４中小阪４―７―６０ 東大阪アリー

ナ ０６（６７２６）１９９５、�０６（６７２６）１９９４

回
数

１２

１１

８

１０

１２

１１

１０

１３

１０

１３

１１

１５

７

１４

１５

１３

１２

８

８

１１

４

料 金

１２，０００円

７，７００円

１２，６００円

１１，０００円

１３，２００円

１２，１００円

７，０００円

１１，０００円

１３，０００円

１３，０００円

１３，０００円

１１，０００円

１５，０００円

５，２５０円

１４，０００円

２３，６２５円
※ポンポン代
が別途必要。

１３，０００円

１２，０００円

９，６００円

１２，０００円

１７，５００円

４，０００円

定員

１０人

２０人

２０人

２０人

６人

２０人

５人

５人

２組

１０人

１０人

２０人

１５人

１５人

１０人

１０人

１０人

２０人

２０人

１５人

２０人

１５人

２０人

１５人

１０人

１５人

対 象

１６歳以上の方

小学校３年生～
６年生

小学校１年生～
３年生

小学校４年生～
中学生

１６歳以上の方

小学校３年生～
中学生

小学校３年生以上
の方とその保護者

１６歳以上の方

中学生以上の方

１８歳以上の方

出産後、１か月
健診終了後の方

１８歳以上の方

４歳～小学校３
年生の女子

小学校４年生～
６年生の女子

１６歳以上の方

中学生以上の
女性

１８歳以上の方

これから始める
方、一眼レフを使
いこなしたい方

はじめての方

基本的な会話が
できる方

３歳以上の方
（保護者同伴可）

と き

午前１０時～１１時３０分

午後５時１０分～６時４０分

午後６時～７時２０分

午後７時３０分～８時５０分

午後５時１０分～６時４０分

午後７時～８時３０分

午前１０時～１１時３０分

午後５時１０分～６時４０分

午後７時～８時３０分

午前１０時～１１時３０分

午後７時～８時３０分

午前１０時３０分～１１時３０分

午後１時～２時

午前１１時～正午

午後１時～２時

午前１０時～１１時

午後５時１０分～６時２５分

午後６時４０分～７時５５分

午前１０時～１１時３０分

午後７時～８時１５分

午前１０時～１１時

午後１時３０分～４時

午後１時２０分～２時２０分

午後２時３０分～３時３０分

午後１時３０分～２時３０分

月曜

木曜

金曜

月曜

木曜

月曜

水曜

木曜

月曜

水曜

木曜

金曜

水曜

土曜

金曜

土曜

教 室 名

成人女子バスケット
教室

ミニバスケット教室

大阪エヴェッサバス
ケット教室

成人バドミントン

成人バドミントンＡ

成人バドミントンＢ

少年少女バドミント
ン

親子バドミントン

成人卓球Ａ

成人卓球Ｂ

成人ソフトテニス

操体法

はじめてのヨガ

太極拳

ママのエアロビクス

誰でもできる�
姿勢改善ピラティス

大阪エヴェッサチア
ダンス教室

ハワイアンフラ

はじめての
ハワイアン
フラダンス

四柱推命

目からウロコの写真
術

入門

初級

こどもフラワーアレ
ンジメント

韓国語

水 泳 教 室
回
数

１０

１０
〜
１２

４０

料 金

中学生以下の方

８，０００円

高校生以上の方

１２，０００円

１回１，０５０円

１回４５０円

定
員

各
１０
人

対 象

平成１８年４月
２日～平成２０
年４月１日生
まれの方

小学生

小・中学生

１８歳以上の方

１８歳以上の女
性

１８歳以上の方

高校生以上の
方

１８歳以上の方

４泳法で２５ｍ
以上泳げる高
校生以下の方

４泳法で２５ｍ
以上泳げる小
・中学生

と き

午後３時３０分
～４時３０分

午後４時３０分
～５時３０分

午後５時３０分
～６時３０分

午前１１時
～正午

午前１１時
～正午

午後２時
～３時

午後１時３０分
～２時３０分

午後７時３０分
～８時３０分

午前１０時
～１０時４５分

午後７時３０分
～８時１５分

午後６時３０分
～８時３０分

午後６時３０分
～７時３０分

月・水・木・金曜
日の４コースから
選択

木曜日

水・金曜日の２コ
ースから選択

木曜日

月・水・金曜日の
３コースから選択

月・金曜日の２コ
ースから選択

水曜日

木曜日

月・水・木・金曜
日の４コースから
選択

月・水・木・金曜
日の週４回コース

教室名

幼児

小学生

小・中学生

はじめて
スイミング

レディース
	
レディース



成人	

成人


アクアビク
ス

育成クラス

育成ジュニ
ア週４クラ
ス

文化・スポーツ教室

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
しししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
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りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううううううう
������������������������

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

東大阪アリーナの水泳・文化・スポーツ教室

新しいこと 始めませんか

ララググビビーーワワーールルドドカカッッププ２２００１１９９

誘誘致致ををめめざざししてて

募
集

（１２）平成２４年１１月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り


